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今月の主な内容 Contents

津波避難標識等を設置しました

地震津波対策

健康・福祉地域推進事業

マイバッグ利用推進標語 選定

四万十市産材利用促進事業

西土佐小学校 開校

西土佐地域小学校 閉校式
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西土佐小学校 入学式

　4月9日（月）、この春開校した西土佐小学校の

最初の入学式が行われ、新入生13人と旧6校から

の在校生(転入)をあわせた141人の新しい学校生

活がスタートしました。

　上級生や保護者らの拍手に迎えられて入場し

た新１年生に、6年生代表の児童が「一緒に楽しい

小学校にしましょう」と歓迎のことばを贈ったあ

と、全員で元気よく新しい校歌を歌いました。

(14ページ)
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揺れたら高台へ　津波避難標識等を設置しました揺れたら高台へ　津波避難標識等を設置しました揺れたら高台へ　津波避難標識等を設置しました

■避難設備の実績および計画

■海抜高度表示板（市内85か所）

下　田

2か所（串江、下田保育所）

52か所

40か所

2か所（竹島彩市場前、

下田小学校前）

6か所

（竹島2、松ノ山3、串江1）

竹島、井沢、井沢団地

避難施設等

津波避難路

海抜高度調査

　同　表示板

避難場所案内看板
　

同　　誘導標識

エリアトーク

(地区内放送）

その他

八 束

2か所（初崎、山路下）

63か所

31か所

2か所

（名鹿浜、四万十屋前）

5か所

（山路2、実崎、間崎、津蔵渕各1）

実崎、深木、間崎

高規格道路避難場所（坂本）

○東山地区　海抜高度調査18か所、同表示板11か所 

　中村地区 〃　　  4か所、　　〃　 2か所 

　具同地区 〃　　  3か所、　　〃　 1か所 

23年度実績

下　田

1基

5か所

6か所

5か所

竹島小外付階段、

下田中体育館改築

各地区毎策定

中医学研究所活用検討

避難施設等

津波避難タワー

津波避難路（繰越）

同　（新規）

避難場所誘導標識

学校施設整備

津波避難計画

その他

八 束

1基

2か所

5か所

5か所

八束小耐震、

八束中体育館改築

各地区毎策定

高台開発検討

○東山地区（古津賀）　津波避難計画策定

24年度計画

■津波避難場所誘導標識（下田、八束11か所）

■津波避難場所案内板（下田、八束4か所）

間崎・八束保育所前

下田中学校 竹島スリーエフ前古津賀保育所

山路・上木戸 実崎・墓地

四万十屋、アカメ館前（山路） 下田小学校前

※今年度も地区別にワークショップを開催し、避難方法や避難施設について検討を進めていきますので、

　上記計画に追加、変更がある場合があります。
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今
年
度
、市
政
の
目
標
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
い
の
ち
を
守
る
ー

安
心
・
安
全
な
四
万
十
市
を
め
ざ
し
て
」で
す
。

　

地
震
津
波
対
策
が
最
重
点
課
題
で
す
。

　

今
年
度
の
地
震
・
防
災
対
策
関
連
予
算
は
、
昨
年
度
に
比
べ

て
１
億
２
千
万
円
増
額
し
、
７
億
３
千
万
円
を
計
上
。
昨
年
度

繰
越
事
業
と
合
わ
せ
る
と
総
額
18
億
９
千
万
円
で
す
。

　

主
な
対
策
は
三
つ
で
す
。
　
　

一
、津
波
か
ら
命
を
守
る
。揺
れ
た
ら
す
ぐ
に
高
台
へ
逃
げ
る
。

避
難
路
、
避
難
場
所
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
で

す
。

二
、建
物
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
。公
共
施
設
の
耐
震
化
、個
人
住

宅
の
耐
震
化
支
援
（
改
築
・
補
強
、
家
具
転
倒
防
止
対
策
等
）
で

す
。市
の
補
助
金
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
、
災
害
に
強
い
組
織
を
つ
く
る
。
日
頃
か
ら
防
災
訓
練
な
ど

を
通
じ
、
住
民
同
士
が
助
け
合
う
意
識
を
醸
成
す
る
。
自
主
防

災
組
織
や
災
害
対
策
本
部
に
な
る
市
の
体
制
の
強
化
で
す
。

　

い
ま
市
を
あ
げ
て
こ
れ
ら
の
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
３
月
31
日
、
内
閣
府
に
設
け
ら
れ
て
い
る
有

識
者
に
よ
る「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
」は
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考

慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
も
の
と
し
て
推
計
し
た
震
度
分
布
お

よ
び
津
波
高
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
市
で
は
最
大
震
度
が
７
、
津
波
の
最
大

高
は
26
・
７
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
は
、「
発
生
頻
度
は
極

め
て
低
い
も
の
の
、発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
」に
相
当
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、ま
た
、

特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
、「
今
回
の
推
計

は
、
現
時
点
の
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿

い
に
お
い
て
次
に
起
こ
る
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
も
の
で
も

な
く
、
ま
た
何
年
に
何
％
と
い
う
発
生
確
率
を
念
頭
に
地
震
・

津
波
を
想
定
し
た
も
の
で
も
な
い
」と
い
う
点
で
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
震
度
で
は
５
ケ
ー
ス
、
津
波
高
で
は
11
ケ
ー

ス
の
設
定
に
よ
り
ケ
ー
ス
ご
と
に
推
計
さ
れ
た
も
の
で
、そ
の

中
で
各
市
町
村
の
最
も
高
い
値
を
公
表
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
公
表
さ
れ
た
各
市
町
村
の
津
波

高
が
一
斉
に
起
こ
る
よ
う
な
地
震
は
起
こ
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、詳
細
な
デ
ー
タ
が
５
月
末
を
目
途
に
公
表
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、改
め
て
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

　

油
断
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、あ
わ
て
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

昨
年
度
は
、
下
田
、
八
束
地
区
を
中
心
に
、
避
難
路
４
か
所
、

海
抜
表
示
85
か
所
、避
難
誘
導
標
識
11
か
所
、案
内
板
４
基
、そ

れ
ぞ
れ
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
デ
ー
タ
も
考
慮
し
な
が
ら
、
今
年
度
も
計

画
に
基
づ
い
て
、
着
実
に
地
震
・
津
波
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

津
波
浸
水
想
定
区
域
（
現
基
準
）
の
下
田
、
八
束
、
古
津
賀
で

は
、い
ま
津
波
避
難
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
区
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
避
難
方

法
や
避
難
施
設
の
整
備
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

地
震
津
波
対
策

着
実
に
取
り
組
み
ま
す

地
震
津
波
対
策

着
実
に
取
り
組
み
ま
す

地
震
津
波
対
策

着
実
に
取
り
組
み
ま
す

地
震
津
波
対
策

着
実
に
取
り
組
み
ま
す

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
　

時
　

６
月
10
日（
日
）

　

・
防
災
訓
練：

9
時
〜
15
時

　

・
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル：

10
時
〜
15
時

■
場
　

所
　

宿
毛
港
湾

　

南
海
地
震
の
発
生
を
想
定
し
、
総
合
的
な
防
災
体
制

の
確
立
を
図
る
た
め
、
60
以
上
の
機
関
、
団
体
、
企
業
が

参
加
し
ま
す
。

　

消
防
に
よ
る
消
化
訓
練
、
自
衛
隊
・
海
上
保
安
部
・
警

察
に
よ
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た
情

報
伝
達
、
物
資
輸
送
訓
練
、
ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
四
国
電
力
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま

す
。

　

同
時
開
催
の
地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
地

震
、
津
波
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
関
す
る
展
示
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
用
意
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
安
並
運
動
公
園
周
辺
で
も
自
衛
隊
に
よ
る
救
助

訓
練
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　
　

　

（
市
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　

☎（
３
５
）２
０
４
４
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市
で
は
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
、地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
住
民
組
織
と
連
携
・
協
働
し
て

「
高
齢
と
な
っ
て
も
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
く
四
万
十
市
健
康
・
福
祉
地
域
推

進
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

《
目
的
》

　

市
域
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
は
一
段
と
進
ん
で
お
り
、現
在
、

高
齢
化
率
（
人
口
全
体
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
方
の
割
合
）
は

30
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
十
数
年
後
に
は
40
％
と
な
り
、
ま
た

４
人
に
一
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
様
な
状
況
を
見
据
え
た
中
で
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
全
て
の
住
民
が
支
え
あ
い
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
健
康
で
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
も
の
で
す
。

《
事
業
内
容
》

①
健
康
づ
く
り
事
業

　

健
康
で
い
ら
れ
る
た
め
に
若
年
層（
40
歳
代
）か
ら
特
定
検
診

等
を
受
診
し
、
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
共
に

生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
（
学
習
会
、料
理
教
室
等
）を
行
い
ま

す
。

②
介
護
予
防
、高
齢
者
・
障
害
者
生
き
が
い
交
流
事
業

　

高
齢
者（
65
歳
以
上
）や
障
害
者
を
対
象
に
要
介
護
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
に
気
軽
に
で
き
る
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
や
認
知
症
予

防
の
た
め
の
運
動
・
学
習
会
や
地
域
の
方
々
と
楽
し
い
交
流
会

を
行
い
ま
す
。

③
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
事
業

　

地
域
内
に
お
い
て
、住
民
間
の
繋
が
り
を
持
ち
、お
互
い
関
心

の
あ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
支
援
を
要
す
る
人
の
把
握
と

見
守
り
を
行
い
、
ま
た
、
可
能
な
範
囲
で
の
生
活
支
援
（
ご
み
出

し
、清
掃
等
）を
行
い
ま
す
。

《
実
施
方
法
》

　

前
述
し
た
３
つ
の
健
康
福
祉
事
業
を
市
内
の「
区
」等
で
構
成

す
る
住
民
組
織
に「
○
○
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
」を
設
立
し
て

い
た
だ
き
、
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

《
委
託
金
額
》

○
事
業
の
実
施

　

①
健
康
づ
く
り
事
業

　
　

実
施
内
容
に
基
づ
き
、
年
額
６
万
円
を
上
限
と
し
委
託
金

　
　

額
を
定
め
支
給
し
ま
す
。

　

②
介
護
予
防
、高
齢
者
・
障
害
者
生
き
が
い
交
流
事
業

　
　

参
加
人
数
や
実
施
回
数
に
応
じ
て
、
１
回
当
た
り
５
千
円

　
　

（
参
加
人
数
に
よ
り
３
千
円
ま
た
は
８
千
円
）
、
年
間
48
回

　
　

を
限
度
と
し
委
託
金
額
を
定
め
支
給
し
ま
す
。

　

③
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
事
業

　
　

実
施
内
容
に
基
づ
き
、
年
額
６
万
円
を
上
限
と
し
委
託
金

　
　

額
を
定
め
支
給
し
ま
す
。

○
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
の
設
立
お
よ
び
運
営

　

組
織
の
設
立
な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
経
費
と
し
て
、
年
額

　

６
万
円
を
上
限
に
委
託
金
を
支
給
し
ま
す
。

《
地
域
へ
の
事
業
説
明
会
の
開
催
》

　

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
の
方
で
各
地
区
に
出
向
き

事
業
内
容
の
説
明
を
昨
年
度
末
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市

保
健
介
護
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
村
地
区
（
旧
中
村
町
内
の
内
一
部
の
区
を
除
く
）
に

つ
い
て
は
、
拠
点
と
な
る
集
会
施
設
等
の
確
保
が
一
律
に
困
難

な
状
況
に
あ
り
、
当
面
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
に
当
該
事

業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

健康・福祉地域推進事業の流れ

健康・福祉地域推進事業

○社会福祉協議会

○あったかふれあいセンター

地域づくり支援職員

～支援体制～
地
区
健
康
福
祉
委
員
会

①健康づくり事業

②介護予防、高齢者・障害者生きがい交流事業

③支えあいの地域づくり事業

≪四万十市≫≪四万十市≫ ≪地区(集落)≫

サポート

委託
(協働)

【問い合わせ先】（市）保健介護課（健康福祉担当）  ☎（34）1165

事業支援
（委託）
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愛
・
ハ
ピ
ネ
ス 

運
営
開
始

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

　

４
月
１
日
（
日
）
、「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー（
施
設
名
称：

愛
・
ハ
ピ
ネ
ス
）」の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
地
域
の
区
長
、
民
生
委
員
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

や
運
営
を
支
援
す
る
関
係
者
な
ど
が
多
数
参
加

す
る
な
か
、
大
正
琴
の
演
奏
や
餅
つ
き
な
ど
の
地

域
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
応
援
イ
ベ
ン
ト
も
催

さ
れ
、に
ぎ
や
か
に
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

「
愛
・
ハ
ピ
ネ
ス
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
の

福
祉
制
度
で
は
取
り
組
み
が
難
し
か
っ
た
高
齢

者
、認
知
症
の
人
、障
害
者
、引
き
こ
も
り
と
い
っ

た
、生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
全
て
の
人

を
対
象
と
し
、
介
護
認
定
や
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
対
象
者
で
有
る
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
い
っ
し
ょ
に
集
い
、
日
中
を
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
て
い
た
だ
く
居
場
所
で
す
。

　

運
営
は
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
行
い
、
必
要
と
す
る
人
に
は
送
迎
や
、
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
へ
の
生
活
支
援
も
行
な
う
ほ

か
、各
地
域
へ
訪
問
相
談
や
定
期
的
な
見
守
り
に

出
向
く
な
ど
、
既
存
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
す
き
間

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
幅
広
く
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
小
規
模
多

機
能
支
援
活
動
は
、
こ
の
「
愛
・
ハ
ピ
ネ
ス
」
の
他

に
も
、
既
に
「
い
ち
い
の
郷
」（
西
土
佐
大
宮
）
と

「
ア
ル
メ
リ
ア
」（
中
村
東
町
）
に
お
い
て
も
実
施

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
利
用
は
無
料
で
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
末
ま
で
運
営
を
行
っ
て
い
た
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
ピ
ー
ス
」（
西
土
佐
用

井
）
は
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
作
業
所
と
し
て
指
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
４
月
か

ら
は
新
た
な
運

営
形
態
の
も
と

で
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
多
く
の
利

用
者
が
農
作
業

や
木
工
製
品
の

製
作
、
清
掃
の
受

託
作
業
等
の
仕

事
に
励
ん
で
い

ま
す
。

◆
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

小
規
模
多
機
能
支
援
施
設

・「
愛
・
ハ
ピ
ネ
ス
」（
国
見
８
０
２―

２
）

　

☎（
３
７
）３
０
５
７
　
　
　
　

・「
ア
ル
メ
リ
ア
」（
中
村
東
町
１
丁
目
５―

22
）

　

☎（
３
４
）２
３
７
３

・「
い
ち
い
の
郷
」（
西
土
佐
大
宮
５
９
４―

３
）

　

☎（
５
３
）２
０
２
０

　

四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
事
業
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
マ
イ

バ
ッ
グ
の
利
用
推
進
の
た
め
の
標

語
の
募
集
と
懸
垂
幕
を
作
製
す
る

こ
と
と
な
り
、
標
語
を
昨
年
12
月

よ
り
一
般
公
募
し
ま
し
た
。

　

１
月
末
ま
で
に
89
点
の
応
募
が

あ
り
、
２
月
23
日
の
審
査
会
に
お

い
て
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３

点
を
選
定
し
、
４
月
16
日
に
は
受

賞
者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
作
品
に
つ
い
て

懸
垂
幕
を
作
製
し
、
３
月
23
日
に

市
役
所
駐
車
場
に
て
お
披
露
目
を

し
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
推
進
標
語 

選
定

マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
推
進
標
語 

選
定

マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
推
進
標
語 

選
定

★
最
優
秀
賞
　

「
マ
イ
バ
ッ
グ
　

未
来
の
君
へ
　

思
い
や
り
」

　
　
　
　
　
　
　

岩
本
留
美
（
不
破
上
町
）

◎
優
秀
賞
（
３
作
品
）

「
環
境
と
　

心
に
や
さ
し
い
　

マ
イ
バ
ッ
グ
」

　
　
　
　
　
　
　

植
村
里
美
（
具
同
田
黒
）

「
マ
イ
バ
ッ
グ
　

ぼ
く
に
も
で
き
る
　

エ
コ
な
ん
だ
」

　
　
　
　
　
　
　

東
航
汰
（
古
津
賀
、
市
立
中
村
中
２
年
）

「
マ
イ
バ
ッ
グ
　

資
源
を
守
る
　

第
一
歩
」

　
　
　
　
　
　
　

篠
田
ア
ヤ
子
（
西
土
佐
奥
屋
内
）

　
　
　
　
　
　
　

※

表
彰
式
は
欠
席

前列左から植村里美さん、岩本留美さん、東航汰さん
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　平成24年4月10日付けで四万十市農業委員会委員が改選されました。
　任期は3年間となります。農地や農業に関する相談をお受けしますので宜しくお願い致します。

会　　　　長：　福留　宣彦　　　会長職務代理者：　岡村　英幸
農地部部会長：　田邊　　傳　　　農振部部会長：　武井　健治

任期　平成24年4月10日～平成27年4月9日

【問い合わせ先】(市)農業委員会事務局　☎（34）1521

四万十市農業委員会委員改選

■
木
造
住
宅
へ
の
市
の
補
助
金
は
、最
大
１
５
０
万
円

　

市
で
は
、新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、
一
定
量
以
上
の
市
産
材
を
使
用
し
、
所
定
の
条
件
を

満
た
し
た
住
宅
に
対
し
て
、
市
産
材
の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
、
施
主
に
助
成
す
る
制
度

を
、昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
４
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

【
補
助
対
象
要
件（
概
要
）】

１
．建
築
工
事
の
着
工
前
で
あ
る
こ
と

２
．市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、又
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
と
な

る
人

３
．市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

４
．建
築
延
べ
面
積
50
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

５
．市
内
に
本
拠
を
置
く
建
築
業
を
営
む
も
の
に
依
頼
し
、建
築
さ
れ
る

住
宅
で
あ
る
こ
と

※

市
産
材
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
で
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

■
平
成
23
年
度
実
績（
平
成
24
年
３
月
末
現
在
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）林
　
　

業
　
　

課
　

☎（
３
４
）１
１
１
８

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業

市
産
材
使
用
量

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

補
助
金
額
の
上
限(

１
戸
あ
た
り
）

８
０
万
円

１
１
０
万
円

１
５
０
万
円

交
付
決
定
件
数

23
件

市
産
材
使
用
量（
上
記
23
件
の
平
均
値
）

１
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0
・
6
9
立
方
メ
ー
ト
ル

補
助
金
額（
同
上
）

１
３
０
万
円

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

氏　　名

竹村　光一

長﨑　正記

加用　雅啓

安藤　久徳

山﨑　俊則

谷﨑　容子

笹岡　紀昭

岡村　英幸

山﨑一二三

井上　文一

土居　忠栄

新玉　年一

小野　芳夫

担当（推薦団体）

半家･長生

薮ヶ市･須崎

八束地区

本村･中組･権谷･押谷

方の川･西ヶ方･下方

蕨岡地区(市議会)

中筋地区

大宮下･大宮中･大宮上

宮地･奈路･館・用井

下家地･中家地

岩間･中半

橘･津野川･津賀

下田地区

部　会

地

地

振

地

振

振

振

振

振

振

地

地

地

番号

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

氏　　名

正木　卓夫

長﨑　久吉

加持　久良

中川美智代

福留　宣彦

田邊　　傳

上岡　譽啻

畠中　温喜

浜田　正史

武井　健治

岡山　修正

尾﨑　駿一

東　　　萬

担当（推薦団体）

具同地区

具同地区(高知はた農協)

黒尊･口屋内･奥屋内･玖木

藤ノ川（市議会）

蕨岡地区

大川筋地区

中村地区

下田地区(土地改良区)

中筋地区(農業共済組合)

後川地区

東中筋地区

東山地区

富山地区

部　会

地

振

地

振

振

地

地

振

振

振

地

地

振

地：農地部会　振：農振部会
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募
集
期
限
　

６
月
８
日（
金
）ま
で

募
集
人
員
　

４
人
程
度

　
　
　
　
　

（
ハ
ウ
ス
の
空
き
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
）

研
修
期
間
　

平
成
24
年
８
月
か
ら
１
年
以
上
〜
最
長
２
年
間

研
修
内
容
　

　

米
ナ
ス
、普
通
ナ
ス
な
ど
の
養
液
栽
培
研
修
を
は
じ
め
、
肥

　

培
管
理
や
農
業
経
営
、
実
証
ハ
ウ
ス
で
の
土
耕
栽
培(

葉
物

　

野
菜
な
ど)

の
栽
培
研
修

研
修
手
当
　

年
額
１
８
０
万
円

就
農
支
援
　

　

就
農
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満
の
人
は
、
青
年
就
農
給
付
金

　

(

経
営
開
始
後
５
年
間
、年
間
１
５
０
万
円
の
給
付
金
交
付)

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

応
募
要
件
　
　

・
概
ね
18
歳
以
上
50
歳
未
満
で
、四
万
十
市
在
住
の
人

・
研
修
後
に
四
万
十
市
で
就
農
す
る
こ
と
に
つ
い
て
強
い
意

　

欲
の
あ
る
人
ほ
か

応
募
手
続
　

　

指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記
ま

　

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

選
考
方
法
　

募
集
期
間
終
了
後
に
個
別
面
接
を
行
い
ま
す
。

※

支
給
方
法
や
、そ
の
他
応
募
要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左

　

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】(

市)

農
業
課 

☎（
３
４
）１
１
１
７
　

四
万
十
農
園 

あ
ぐ
り
っ
こ
研
修
生
募
集

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

■
交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
式

　

４
月
３
日（
火
）

　

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
本
市
の
交
通
安

全
指
導
に
昼
夜
を
問
わ
ず
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
小
川
明
太
郎
さ
ん
（
委
嘱
期
間
９
年
）
と
野

並
光
德
さ
ん
（
委
嘱
期
間
５
年
）
に
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

　

２
名
の
退
任
に
よ
り
後
任
と
し
て
、西
内
育

二
朗
さ
ん
、西
村
認
さ
ん
に
新
た
に
委
嘱
を
行

い
ま
し
た
。

　

指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、交
通
安
全
教
室
を
は

じ
め
と
し
て
、春
・
秋
等
の
交
通
安
全
運
動
、市

民
祭
、ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
等
の
開
催
時
に
お

け
る
交
通
指
導
や
交
通
安
全
の
広
報
活
動
を

行
い
、「
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
と
も
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　

４
月
６
日
〜
15
日
ま
で
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
行
わ
れ
、
初
日
の
６
日
に
は
、
市
役

所
に
て
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
隊
に
よ
る
交
通

安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
警
察
署
長
の
谷
村
杏
奈
さ
ん
よ
り
、昨

年
の
事
故
の
傾
向
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」を
運
動
の

基
本
と
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
市
長
に
伝
え
ま
し
た
。

　

４
月
よ
り
復
活
し
た
交
通
機
動
隊
西
部
分

駐
隊
（
白
バ
イ
）
も
参
加
し
て
黒
潮
町
佐
賀
ま

で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
は
一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
で

す
。運
転
の
際
に
は
、十
分
に
気
を
配
り
、細
心

の
注
意
を
払
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

西
本
　

他
人

榮
　
　

勇
男

正
木
　

巧

植
木
　

金
美

浜
田
　

光
英

岡
本
　

英
則

浦
田
　

英
樹

西
内
　

育
二
朗

西
村
　

認

廣
田
　

則
明

宮
地
　

浩

中
脇
　

影
則

井
上
　

満
則

伊
与
田
　

恭
子

浦
田
　

真
輝

交通安全指導員名簿

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
　
　

庁
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

平
成
24
年
5
月
号
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平成24年度から固定資産税の制度が一部変わりました
　平成24年度税制改正に伴い、宅地のうち住宅用地にかかる固定資産税の負担調整措置が変更になりました。
　住宅用地特例などその他の変更はありません。

●住宅用地にかかる課税標準額の負担調整措置の改正

課税標準額の
据置特例

負担調整措置
【据置特例の
負担水準未満】

課税標準額 ＝ 前年度課税標準額 ＋ 新年度の本来の課税標準額の５％

負担水準100％超　⇒　本来の課税標準額

負担水準80％以上100％以下の
場合、前年度課税標準額を据え
置く

ただし、計算額が本来の課税標
準額の80％を上回る場合は、
80％の額

ただし、計算額が本来の課税標
準額の90％を上回る場合は、
90％の額

ただし、計算額が本来の課税標
準額を上回る場合は、本来の課
税標準額

負担水準90％以上100％以下の
場合、前年度課税標準額を据え
置く

なし（据置特例廃止）

【
住
宅
用
地
】

　

住
宅
を
維
持
し
、ま
た
は
そ
の
効
用
を
果
た
す
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
土
地
で
、そ
の
住
宅
床
面
積
の
10
倍
ま
で
が
限
度

で
す
。た
だ
し
、店
舗
や
事
務
所
等
と
併
用
し
て
い
る
な
ど
、居

住
用
部
分
の
割
合
が
少
な
い
場
合
は
、土
地
の
一
部
ま
た
は
全

部
が
住
宅
用
地
に
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
負
担
調
整
措
置
】

　

平
成
６
年
度
に
全
国
的
な
宅
地
評
価
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
宅
地
の
評
価
水
準
を
全
国
一
律

に
地
価
公
示
価
格
等
の
７
割
を
目
途
と
す
る
評
価
替
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
評
価
額
が
地
価
公
示
価
格
よ
り

か
な
り
低
い
土
地
が
あ
り
、
こ
の
評
価
替
え
に
よ
る
評
価
額

の
急
激
な
上
昇
や
地
価
上
昇
時
に
生
じ
る
税
負
担
の
急
増
を

緩
和
し
、
徐
々
に
本
来
の
税
負
担
（
課
税
標
準
額
）
に
近
づ
け

る
た
め
の
調
整
措
置
。

【
住
宅
用
地
特
例
】

　

住
宅
１
戸
当
り
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
部
分
（
小

規
模
住
宅
用
地
）
は
評
価
額
（
当
該
面
積
分
）
の
６
分
の
１
の

額
、
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
部
分
（
一
般
住
宅
用
地
）
は
評

価
額（
当
該
面
積
分
）の
３
分
の
１
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の

課
税
標
準
額
と
す
る
特
例
。

【
負
担
水
準
】

　

住
宅
用
地
の
場
合
、
課
税
標
準
額
が
本
来
の
課
税
標
準
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
ま
で
達
し
て
い
る
の
か
を
示
す
も
の

で
、次
の
算
式
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

本
　
　

庁)

税
務
課 

資
産
税
係
☎（
３
５
）４
４
２
８

(

総
合
支
所)

税
務
係

☎（
５
２
）１
１
１
１

負
担
水
準

 

　

＝ 

前
年
度
課
税
標
準
額 ÷

新
年
度
の
本
来
の
課
税
標
準
額

　

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

《
注
意
》

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
名
義
変
更
を
し
て
も
、そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
４
月
末
頃
に
発
送
し
ま
す
。納
税
通
知
書
の
右
側

（
領
収
書
部
分
）の
納
税
証
明
書
は
、車
検
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
減
免
に
つ
い
て

　

◆
申
請
期
間…

納
税
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
５
月
24
日
ま
で

　

※

原
則
、障
害
者
本
人
が
所
有（
名
義
登
録
）し
て
い
る
軽
自
動
車
等
が
減
免
の
対
象
に

　
　

な
り
ま
す
。た
だ
し
、精
神
障
害
者
ま
た
は
18
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
等
の
場
合
は
、

　
　

生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

◆
必
要
な
も
の

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
　

・
納
税
通
知
書
　

・
車
検
証
　

　

・
運
転
免
許
証（
実
際
に
運
転
す
る
人
）
　

 

・
印
鑑

　

◆
そ
の
他

　

・
障
害
の
区
分
や
等
級
、軽
自
動
車
等
の
使
用
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、減
免
の
対
象
と

　
　

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

・
申
請
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
２

（
総
合
支
所
）税
務
係
　
　
　
　
　

 

☎（
５
２
）１
１
１
１

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

納
付
は
銀
行
、郵
便
局
、農
協
な
ど
お
近
く
の
金
融
機
関
で
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。コ
ン

ビ
ニ
で
の
納
付
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、身
体
障
害
者
に
対
す
る
減
免
手
続
き
期
限
も
５
月
31
日
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
県
）幡
多
県
税
事
務
所
　

☎（
３
５
）５
９
７
２

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

平成18年度～平成23年度 平成24・25年度 平成26年度～

税務課からのお知らせ

高
知
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
5
月
号

8



【問い合わせ・申告先】(本庁)税務課 資産税係 ☎(35)4428　　(総合支所)税務係 ☎(52)1111

住宅改修したときは、届出を!
固定資産税が減額される場合があります!

３分の１を減額
※一戸あたり120平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る
　（バリアフリー改修に伴う減額措
　置との同時適用は可能）

３分の１を減額
※一戸あたり100平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分に限る
　（省エネ改修に伴う減額措置との
　同時適用は可能）

２分の１を減額
※一戸あたり120平方メートル分まで
※工事完了の翌年の課税分から、そ
　の他欄に示す期間

○平成20年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成20年4月1日から平成25年3月
31日までに現行の省エネ基準に新
たに適合する工事を行った住宅

○当該改修工事に要した費用が30万
円以上であること

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと

○既に省エネ改修による減額の適用
を受けていないこと

（対象となる改修工事）
外気などと接するものの工事に限る
①窓の改修工事
②床の断熱改修工事
③天井の断熱改修工事
④壁の断熱改修工事

　※①の工事は必ず行うこと

（対象となる改修工事）
①廊下の拡幅
②階段のこう配緩和
③浴室の改良
④トイレの改良
⑤手すりの取り付け
⑥床の段差解消
⑦引き戸への取り替え
⑧床の滑り止め化

（減額される期間）

改修完了日

平成22年1月1日

～平成24年12月31日

平成25年1月1日

～平成27年12月31日

減額期間

2年間

1年間

改修工事完了後３カ月以内に、
①熱損失防止改修工事証明書（建築士、
指定確認検査機関または登録住宅性
能評価機関が証明したもの）

②工事完了日がわかる書類
③領収書等の写し
を持参のうえ、申告してください

改修工事完了後３カ月以内に、
①領収書等の写し
②工事明細書
③改修個所の図面、写真等
④居住者要件が確認できる書類
⑤補助金を受けた場合は、補助金交付決
定書の写し

を持参のうえ、申告してください

改修工事完了後３カ月以内に、
①耐震基準に適合した工事であることの
証明書（地方公共団体、建築士、登録住
宅性能評価機関、指定確認検査機関が
証明したもの）

②耐震改修に要した費用の額がわかる書
類等

③工事完了日がわかる書類
を持参のうえ、申告してください

○平成19年1月1日以前から所在して
いる住宅（賃貸住宅を除く）

○平成19年4月1日から平成25年3月
31日までに工事を行った住宅

○補助金や介護保険からの給付等な
どを除く自己負担額が30万円以上
の改修工事

○現在、新築住宅軽減・耐震改修工事
による減額を受けていないこと

（居住者要件）
①65歳以上の人（改修工事が完了し
た年の翌年1月1日における年齢）

②要介護認定または要支援認定を受
けた人

③障害者手帳を持っている人

○昭和57年1月1日以前から所在して
いる住宅（併用住宅は、居住部分の
割合が２分の１以上のもの）

○平成22年1月1日から平成27年12
月31日までの間に現行の耐震基準
に適合する工事を行った住宅

○当該改修工事に要した費用が30万
円以上であること

省エネ改修

減
額

対
象
家
屋
・
要
件

そ
の
他

申
告
期
間
・
必
要
書
類

バリアフリー改修 耐震改修

　

毎
年
５
月
を
「
市
税
の
滞
納
整
理
月
間
」
と
定
め
、
市
税
の
収
納
率
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
県
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
は
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

の
健
康
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
税
に
滞
納
が
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、
滞
納
が
続
く
と
納
期
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

に
、延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
納
税
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
場

合
に
は
財
産
調
査
を
行
い
、滞
納
処
分
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、税
の
徴
収
専
門
機
関
で
あ
る「
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

租
税
債
権
管
理
機
構
」に
徴
収
を
移
管
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
納
税
相
談
は
お
早
め
に

　

失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
収
入
が
減
っ

て
市
税
を
納
め
に
く
い
人
は
分
割
納
付
や
一
定
期
間
の
納
付
猶
予
も
で

き
ま
す
。納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

本
　
　

庁)

税
務
課 

収
納
係
　

☎（
３
５
）５
５
５
２

(

総
合
支
所)

税
務
係
　
　
　
　

 

☎（
５
２
）１
１
１
１
　

５
月
は
市
税
の
滞
納
整
理
月
間
で
す
！

平
成
24
年
度
は
３
年
に
一
度
の
評
価
替
え
価
格
で
す

※

納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
は
５
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

本
　
　

庁)

税
務
課 

資
産
税
係
　

☎（
3
5
）4
4
2
8

(

総
合
支
所)

税
務
係
　
　
　
　
　

 

☎（
5
2
）1
1
1
1

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期
限

納期限

第
１
期

５
月
31
日

７
月
31
日

10
月
１
日

12
月
25
日

第
2
期

第
3
期

第
4
期

平
成
24
年
5
月
号
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平
成
24
年
３
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針

（
要
旨
）下

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
―
地
域
防
災
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
―
環
境
・
基
盤
整
備

（
以
上
前
号
）

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
―
雇
用
・
産
業
振
興

【
農
商
工
連
携
】

　

昨
年
９
月
ま
で
に「
ぶ
し
ゅ
か
ん
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」
、「
か
り
ん
と
う
」
、「
ゆ
ず
の
甘
酢
ソ
ー
ス
」
、

「
栗
の
渋
皮
煮
」の
４
つ
の
商
品
が
完
成
し
、そ
の

後
商
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、量
産
体
制

も
整
備
。
23
年
度
は
、「
と
み
や
ま
梅
の
酒
」
も
加

わ
っ
た
。
来
年
度
か
ら
は
地
域
内
外
で
の
Ｐ
Ｒ
、

販
売
促
進
と
都
市
圏
に
お
け
る
販
路
開
拓
や
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
重
点
的
に
支
援
し
て

い
く
。

【
市
産
材
利
用
・
四
万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
】

　

市
内
で
産
出
さ
れ
る
木
材
を
一
定
量
使
用
し

建
築
す
る
住
宅
に
対
し
、最
大
で
１
５
０
万
円
の

補
助
を
行
う
四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業
を

昨
年
６
月
よ
り
開
始
し
、２
月
末
日
現
在
で
22
件

の
補
助
金
交
付
決
定
。24
年
度
も
補
助
制
度
を
継

続
し
て
い
く
。

　

「
四
万
十
ヒ
ノ
キ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
、昨
年
８
月
に
設
立
し
た
四

万
十
ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
認
知
度
を
高
め
る
こ

と
と
あ
わ
せ
て
、地
域
団
体
商
標
登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

【
中
心
市
街
地
活
性
化
】

　

今
年
１
月
28
日
、中
村
の
中
心
市
街
地
で
第

１
回「
小
京
都
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
」が
開
か
れ
、子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
渡
り
、街
中
は
大
い

に
賑
わ
っ
た
。
今
月
か
ら
は
、
天
神
橋
商
店
街

内
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
天
神
橋
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場
」
も
、
売
り
上
げ
、

来
客
数
と
も
に
年
々
順
調
に
伸
び
て
お
り
、地

元
の
台
所
と
し
て
定
着
。
24
年
度
に
は
、
旧
土

豫
銀
行
跡
を
活
用
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化

策
に
つ
い
て
も
具
体
的
検
討
に
入
る
。か
つ
て

の
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
の
よ
う
に
、街
中
に
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に
、積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
う
。

【
観
光
振
興
】

　

通
年
型
・
滞
在
型
観
光
の
柱
と
し
て
開
催
し

て
き
た「
四
万
十
川
花
絵
巻
」も
、菜
の
花
の
巻

を
中
心
に
認
知
度
も
次
第
に
高
り
、将
来
は
大

き
な
観
光
産
業
に
発
展
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。

　

地
域
資
源
掘
起
活
用
事
業
は
、地
域
に
埋
も

れ
て
い
た
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、そ
の
資

源
を
活
用
し
地
域
振
興
や
観
光
産
業
に
結
び

付
け
て
行
け
る
よ
う
に
、山
・
川
・
海
の
代
表
地

区
と
し
て
、大
用
、名
鹿
、勝
間
・
勝
間
川
、西
土

佐
を
選
定
し
、地
区
毎
に
座
談
会
を
開
い
た
。

　

各
種
団
体
や
地
域
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、宿
泊
を
伴
う
商
品
を
開
発
し
、通
年
型
・
滞

在
型
の
観
光
の
充
実
に
努
め
る
。

【
農
業
振
興
】

　

現
在
、
中
村
、
西
土
佐
両
地
域
で
個
別
に
行

な
わ
れ
て
い
る
野
菜
価
格
安
定
事
業
に
つ
い

て
は
、将
来
的
に
一
元
化
し
た
新
た
な
制
度
を

確
立
す
る
た
め
、生
産
者
の
代
表
や
関
係
機
関

で
検
討
委
員
会
を
組
織
し
協
議
を
重
ね
、24
年

度
中
に
補
償
内
容
な
ど
新
た
な
制
度
の
基
本

的
な
方
向
を
示
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
厳
し
い
農
業
情
勢
を
生
き

抜
く
た
め
の
特
徴
の
あ
る
農
業
を
推
進
す
る

た
め
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
】

　

被
害
防
止
の
強
化
の
一
環
と
し
て
、イ
ノ
シ

シ
は
こ
れ
ま
で
捕
獲
報
償
金
の
対
象
外
と
し

て
い
た
４
月
、
５
月
を
対
象
と
し
、
サ
ル
も
報

償
金
を
１
頭
あ
た
り
１
万
５
千
円
か
ら
３
万

円
に
増
額
し
、猟
友
会
の
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、被
害
防
止
に
努
め
る
。

【
内
水
面
漁
業
振
興
】

　

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
ア
オ
サ
ノ
リ
は
、漁
場
の
整
地
事
業
や

災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、養

殖
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、本
年
の
収

穫
量
は
例
年
並
に
回
復
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
天
然
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
は
、
高
知
大
学
と

の
連
携
事
業
で
、人
工
的
に
ノ
リ
の
胞
子
を
網

に
定
着
さ
せ
成
長
に
適
し
た
水
温
期
に
河
川

で
育
成
す
る
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
道
の
駅
の
整
備
】

　

西
土
佐
に
お
け
る
道
の
駅
は
、奈
路
地
区
に

あ
る「
ふ
る
さ
と
市
」を
拡
充
す
る
方
向
で
、農

林
水
産
物
や
加
工
品
、さ
ら
に
は
観
光
資
源
な

ど
、
西
土
佐
地
域
の
地
域
資
源
の
販
売
、
情
報

発
信
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
２
月
か
ら
基
本
計
画
・
設
計
に
着
手
し
た
。

ふ
る
さ
と
市
組
合
を
運
営
主
体
と
し
27
年
度

の
開
業
を
目
指
す
。

【
雇
用
対
策
事
業
の
継
続
】

　

短
期
の
雇
用
・
就
業
に
つ
い
て
は
、
24
年
度

も
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
を
活

用
し
、
事
業
数
33
、
事
業
費
約
１
億
８
千
２
０

０
万
円
、新
規
雇
用
失
業
者
数
１
０
２
人
を
予

定
。
継
続
的
な
雇
用
創
出
を
図
る
た
め
、
高
知

県
が
単
独
事
業
と
し
て
創
設
し
た「
産
業
振
興

推
進
ふ
る
さ
と
雇
用
事
業
」は
、事
業
数
13
、事

業
費
約
１
億
２
０
０
万
円
、新
規
雇
用
失
業
者

数
27
人
を
予
定
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
―

保
健
・
医
療
・
福
祉

【
市
民
病
院
】

　

23
年
度
医
業
収
益
は
約
19
億
３
０
０
万
円

で
、前
年
度
に
比
べ
る
と
約
１
億
７
０
０
０
万

円
の
増
収
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、地
域
の
医

小京都ジュニア駅伝大会(1月28日)

い
の
ち
を
守
る

安
心
・
安
全
な
四
万
十
市
を
め
ざ
し
て
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療
機
関
等
と
の
連
携
強
化
や
救
急
医
療
管
理
加

算
、急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
と
い
っ
た
新
た

な
診
療
報
酬
の
取
得
な
ど
、
院
長
以
下
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
の
努
力
に
よ
り
経
営
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
。医
師
の
招
聘
は
徳
島
大
学
出
身
の
内
科
医

師
に
交
渉
を
重
ね
て
き
た
結
果
、４
月
か
ら
常
勤

と
し
て
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
で
常
勤

医
師
は
内
科
３
名
、
外
科
２
名
、
整
形
外
科
２
名
、

脳
神
経
外
科
２
名
の
９
名
と
な
っ
た
。

　

１
月
、市
民
病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
経
営

支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
幅
広
い
市
民
の

方
々
か
ら
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
に
、「
市
民
病

院
の
今
後
の
あ
り
方
等
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
た
。

様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
市
政
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
、保
健
医
療
行
政
に
携
わ
っ
て

い
る
方
な
ど
で
構
成
を
さ
れ
て
い
る
。

　

病
院
耐
震
化
工
事
は
２
月
い
っ
ぱ
い
で
終
了
。

市
民
病
院
は
市
民
だ
け
で
な
く
幡
多
地
域
に
安

心
と
安
全
を
与
え
る
、急
性
期
医
療
を
担
う
病
院

と
し
て
、今
後
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
、平
成
23
年
度
の
補
正
予
算
で
改
め
て
経

営
支
援
と
し
て
７
千
７
百
万
円
の
繰
入
れ
と
、24

年
度
で
８
千
６
百
万
円
の
繰
入
れ
を
お
願
い
す

る
。24
年
度
も
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
と

の
連
携
に
よ
る
病
床
稼
働
率
の
向
上
等
、引
き
続

き
経
営
改
善
を
図
る
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業
】

　

地
域
づ
く
り
組
織
の
再
編

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
害
者
な
ど
す
べ
て
の

市
民
が
地
域
で
安
心
し
て
、と
も
に
助
け
合
い
な

が
ら
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
地

域
で
活
動
を
し
て
き
た
「
地
区
保
健
推
進
委
員

会
」「
高
齢
者
地
域
ふ
れ
あ
い
談
話
室
」、「
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
」の
地
域
組
織
を
一
つ
の
組
織
で

担
う
よ
う
再
編
し
、「
健
康
づ
く
り
事
業
」、「
介
護

予
防
･
高
齢
者
･
障
害
者
生
き
が
い
交
流
事

業
」
、「
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
事
業
」
の
各

事
業
を
組
み
合
わ
せ
実
施
す
る「
健
康
･
福
祉

地
域
推
進
事
業
」に
取
り
組
む
。

　

「
心
の
健
康
」の
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
。

精
神
保
健
福
祉
士
等
の
配
置
に
よ
り
精
神
障

害
者
に
対
す
る
相
談
支
援
や
、
医
療
、
福
祉
や

地
域
の
社
会
基
盤
と
の
連
携
強
化
を
図
る
役

割
を
担
う
も
の
で
、24
年
度
か
ら
市
単
独
で
市

内
の
医
療
機
関
に
委
託
す
る
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

こ
の
度
策
定
し
た「
四
万
十
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」で
は「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
考
え
の
も
と
、
高
齢
者
を
支

援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　

平
成
25
年
10
月
に
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
、
本

市
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
実

施
す
る
。

【
健
康
増
進
対
策
】

　

脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
事
業
は
対
象
者
の
枠

を
拡
大
し
、
口
腔
ケ
ア
事
業
と
あ
わ
せ
、
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
。

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

　

来
年
度
は
、被
保
険
者
が
健
診
を
受
け
易
い

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、特
定
健
診
の
自
己
負

担
を
無
料
化
し
、更
な
る
受
診
率
の
向
上
に
努

め
、生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と

に
よ
り
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
。

絆
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
―
対
話
と
協
調

【
ふ
る
さ
と
応
援
団
】

　

「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
に
は
２
月

末
現
在
で
９
３
０
人
が
加
入
。ふ
る
さ
と
納
税

（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
）
も
増
え
て
き
て
い

る
。昨
年
12
月
に
は
大
阪
で
関
西
地
区
在
住
の

応
援
団
員
と
の
交
流
会
を
初
め
て
開
い
た
。来

年
度
は
東
京
で
も
同
様
の
交
流
会
を
開
く
予

定
。

【
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
】

　

現
在
16
地
区
に
35
名
の
支
援
職
員
を
配
置
。

24
年
度
か
ら
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が

で
き
る
よ
う
、保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
事
業

に
照
準
を
あ
わ
せ
、高
齢
者
や
障
害
者
を
支
え

て
い
く
地
域
主
体
の
組
織
再
編
に
向
け
、引
き

続
き
支
援
す
る
。

【
集
落
再
生
事
業
】

　

中
山
間
地
域
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、24

年
度
か
ら
国
、県
の
事
業
を
活
用
し
、「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」（
ふ
る
さ
と
応
援
隊
）を
受
け
入

れ
る
予
定
。
初
年
度
は
、
都
市
圏
等
か
ら
３
名

を
計
画
。

【
市
長
訪
問
懇
談
会
】

　

今
年
度
は
各
種
団
体
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
、
中
村
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
、
障
害
が
あ
る
方
の
家
族
会
な
ど
、

１
２
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
懇
談
を
し
た
。

誇
り
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り

―
歴
史
・
文
化
・
教
育

【
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
１
５
０
周
年
記
念
事
業
】

　

全
国
京
都
会
議
を
誘
致
す
る
ほ
か
、観
光
協

会
や
商
振
連
等
が
主
催
す
る
伝
統
行
事
や
中

心
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
。関
連
し
た
文
化
行
事
も
行
う
。

【
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
】

　

本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
文
化
セ
ン

タ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
機
能
や
役
割
を
持
つ

べ
き
か
等
に
つ
い
て
、市
内
各
層
に
参
加
を
い

た
だ
い
て
「
文
化
の
入
れ
も
の
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
る
。

【
屋
外
プ
ー
ル
の
撤
去
及
び
武
道
館
の
建
設
】

　

安
並
の
屋
外
プ
ー
ル
を
撤
去
し
、そ
の
跡
地

に
武
道
館
を
建
設
す
る
。25
年
度
完
成
を
目
指

す
。

【
学
力
向
上
対
策
】

　

児
童
・
生
徒
の
成
長
を
学
校
、家
庭
、地
域
が

協
働
し
て
育
む
教
育
風
土
と
な
る
よ
う
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

【
学
校
再
編
の
取
り
組
み
】

　

中
村
地
域
の
学
校
再
編
に
取
り
組
む
。早
期

に
学
校
再
編
の
具
体
的
な
計
画
（
案
）
の
策
定

に
着
手
す
る
予
定
。

市長訪問懇談会
(昨年11月10日、敷地老人クラブ)
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10(火)

四
万
十
川
船
上
結
婚
式

　

毎
年
恒
例
の
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、

平
成
17
年
に
四
万

十
市
が
誕
生
し
た

こ
と
を
記
念
し
て
、

市
内
の
民
間
企
業

（
貸
衣
装
店
や
遊

覧
船
業
者
等
）
で

構
成
す
る
四
万
十

Ｄ
＆
Ｈ
（
ド
リ
ー

ム
ア
ン
ド
ホ
ー

プ
）
が
挙
式
費
用

４
万
10
円
で
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
38
組
の
応
募
の
中
か
ら
高
知
市
在
住
の
井

上
裕
康
さ
ん
・
理
美
さ
ん
夫
妻
、
江
口
知
哉
さ
ん
・
万

理
さ
ん
夫
妻
、大
阪
府
堺
市
在
住
の
ブ
イ 

テ
ィ
エ
ン 

ラ
ム
さ
ん
（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）・
平
山
愛
沙
さ
ん
夫
妻

の
３
組
が
選
ば
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、カ
ッ
プ
ル
の

ど
ち
ら
か
、ま
た
は
両
親
が
本
市
出
身
で
す
。

　

３
組
は
、
沈
下
橋
の
上
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ

ワ
ー
で
親
族
や
友
人
か
ら
祝
福
を
受
け
、
幸
せ
そ
う

な
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
四
万
十
Ｄ
＆
Ｈ
か
ら
挙
式
費
用
の
一
部
を

四
万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
間
四
万
十
茶
屋 

オ
ー
プ
ン

　

４
月
13
日
（
金
）
、
四
万
十
川
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
岩
間
沈
下
橋
を
望
む
広
場
に
木
造
平
屋
建
て
の

「
岩
間
四
万
十
茶
屋
」と
い
う
直
販
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

集
落
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
性
化
の
拠
点
を
作
ろ
う
と
、

平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
で
、
市
と
高

知
県
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
の
補
助
を
受
け
建
設
し
た

も
の
で
す
。

　

４
月
８
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
落
成
式
で
は
、
神
事
の

後
、市
長
の
祝
辞
や
餅
ま
き
が
あ
り
、１
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
で
、
小
さ
な
集
落
に
と
っ
て
は
盛
大
な
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

　

直
販
所
の
営
業
時
間
は
金
、
土
、
日
曜
、
祝
日
の
８
時

か
ら
16
時
ま
で
、
地
元
の
食
材
で
作
っ
た
寿
司
、
弁
当
、

お
や
つ
、野
菜
や
工
芸
品（
木
工
品
・
竹
細
工
）な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

津
野
川
保
育
所
閉
所
式

た
く
さ
ん
の
思
い
出
あ
り
が
と
う

　

昭
和
37
年
に
開
所
さ
れ
て
以
来
、
地
域
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
し
て
50
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
津
野
川
保
育

所
が
、
園
児
の
減
少
に
伴
い
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
所
と

な
り
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
な
ど
約
40
人
が
参

加
し
、閉
所
式
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、津
野
川
保
育
所
長
に
続
き
、市
長
と
保
護
者
会

長
に
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
い
た
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
園
児
が
保
育
所
で
の
思
い
出
を
劇
と
し

て
立
派
に
行
い
、
参
加
者
は
感
慨
ぶ
か
げ
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

帰
る
時
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
て
園
児
が
手
作
り
し
た
花
と
絞
り
染
め
の
ハ
ン

カ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、大
変
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
ま
で
津
野
川
保
育
所
の
運
営

に
際
し
て
、た
く
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

在
園
児
４
人
は
、
４

月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
川
﨑

保
育
所
と
本
村
保
育
所

に
通
園
し
ま
す
。
友
だ

ち
と
離
れ
る
の
は
少
し

さ
び
し
い
で
す
が
、
新

し
い
保
育
所
で
友
だ
ち

が
た
く
さ
ん
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
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四
万
十
グ
ル
メ
の
祭
典
　

第
２
回
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ

　

「
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
ご

当
地
グ
ル
メ
の
大
会
（
試
食
会
）
と
し

て
、
市
内
産
の
食
材
を
使
っ
た
四
万

十
の
名
物
と
な
る
べ
く
メ
ニ
ュ
ー
の

掘
起
し
や
開
発
を
行
い
、
市
民
や
観

光
客
へ
の
提
供
を
通
じ
て
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
平
成
22
年
度

よ
り
中
村
料
理
飲
食
店
組
合
の
主
催

で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

３
月
24
日
（
土
）
、
今
年
度
第
２
回

目
と
な
る
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内

飲
食
店
が
12
店
舗
、
料
理
研
究
グ

ル
ー
プ
等
の
一
般
参
加
が
３
店
舗
の

計
15
店
舗
が
参
加
し
ま
し
た
。
四
万

十
定
番
の
食
材
で
あ
る
鮎
や
う
な
ぎ
、

地
元
野
菜
や
か
ん
き
つ
、
ま
た
土
佐

ジ
ロ
ー
や
鹿
肉
な
ど
を
使
っ
た
も
の

ま
で
、
各
店
こ
だ
わ
り
の
逸
品
が
勢

ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
参
加
者
約
７
０
０

人
の
参
加
意
識
と
出
店
者
の
創
作
意

欲
を
高
め
る
た
め
、
一
番
お
い
し

か
っ
た
グ
ル
メ
に
投
票
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
投
票
結
果
は
左
記
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
も
お
い
し
い
と
投
票
に
ひ

と
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

　

中
村
飲
食
店
組
合
は
、
本
市
に
多

く
の
人
が
き
て
く
れ
る
よ
う
に
、
好

評
を
い
た
だ
い
た
メ
ニ
ュ
ー
の
定
番

化
を
め
ざ
し
、
美
味
し
い
グ
ル
メ
で

四
万
十
市
を
盛
り
上
げ
た
い
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

お目当てのグルメは順番待ちも熾烈！

【第１位】ウナギチラシ春一番

【第３位】

ゆずジローバーガー

【第２位】

坦々雑炊

庁
舎
模
型
の
寄
贈
を

　

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

３
月
26
日（
月
）、県
立
宿
毛
工
業
高
校

の
卒
業
生
３
名
よ
り
、市
役
所
庁
舎
の
模

型
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
模
型
を
制
作
し
た
の
は
、建
設
科

建
築
専
攻
の
島
村
一
平
さ
ん
、山
木
祥
郁

さ
ん
、山
下
紗
英
さ
ん
。

　

昨
年
２
月
に
授
業
の
一
環
と
し
て
庁

舎
を
見
学
し
た
後
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
た
庁
舎
の
平
面
・
立
面

図
な
ど
を
基
に
、
１
５
０
分
の
１
の
ス

ケ
ー
ル
で
制
作
。
厚
紙
や
竹
ひ
ご
、
ス
チ

レ
ン
ボ
ー
ド
を
素
材
に
、外
観
だ
け
で
な

く
地
下
の
基
礎
免
震
構
造
や
、図
書
館
の

本
棚
、
各
課
の
机
の
配
置
ま
で
、
内
部
の

見
え
な
い
部
分
も
余
さ
ず
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

制
作
期
間

は
約
１
年
で
、

授
業
以
外
の

放

課

後

も

残
っ
て
作
業

し
た
と
い
う

力
作
で
す
。

　

現
在
、
１
階

総
合
案
内
で

展
示
し
て
い

ま
す
。

大
屋
敷
に
新
し
い

　

集
会
所
が
で
き
ま
し
た

　

大
屋
敷

に
新
し
い

地
区
集
会

所
が
完
成

し
、
４
月
15

日
（
日
）
に

落
成
式
が

行
な
わ
れ
、

地
区
内
外

か
ら
多
く

の
人
々
が

集
ま
り
、
祝

い
ま
し
た
。

　

建
築
に

あ
た
っ
て
は
、
平
成
23
年
度
四
万
十
市
ふ
る
さ

と
暮
ら
し
支
援
事
業
で
の
助
成
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
皆

さ

ん

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
、
伝

統
芸
能
の
伝
承
の
場
、

災
害
時
の
避
難
場
所

な
ど
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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４
月
９
日
（
月
）
、
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
飛
ぶ
春
の
陽
気
の

中
、
平
成
24
年
度
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
「
西
土
佐

小
学
校
」の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

床
や
壁
な
ど
に
四
万
十
ヒ
ノ
キ
な
ど
を
使
い
、気
持
ち
の
い

い
木
の
香
を
感
じ
ら
れ
る
校
舎
に
、真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
に
保
護
者
と
一
緒
に
登
校
を
し
て
き
た
13
人
の
１
年
生
た

ち
は
、
と
っ
て
も
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

み
ん
な
入
場
の
時
に
は
元
気
よ
く
堂
々
と
し
た
入
場
が
で
き

ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
６
年
生
代
表
の
児
童
か
ら「
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、何
で
も
上
級
生
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。一
緒
に

楽
し
い
小
学
校
に
し
ま
し
ょ
う
」と
歓
迎
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
新
入
生
だ
け
で
な
く
、閉
校
と
な
っ
た
６

校
か
ら
移
っ
て
き
た
、２
年
生
以
上
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
、新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

登
校
し
て
同
級
生
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
た
と
き
に
は
み
ん

な
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、す
ぐ
に
仲
よ
く
な
っ
た
よ

う
で
、大
勢
の
友
だ
ち
と
過
ご
す
楽
し
い
１
年
間
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

西
土
佐
小
学
校 

開
校

西
土
佐
小
学
校 

開
校

西
土
佐
小
学
校 

開
校

西
土
佐
小
学
校 

開
校

み
ん
な
仲
良
く

み
ん
な
仲
良
く

み
ん
な
仲
良
く

み
ん
な
仲
良
く

ドキドキの初登校 新しい学校生活にワクワク

まずは自己紹介から(5年生) 全員で初めての校歌

木の香する校舎 西土佐小学校校舎 平
成
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24
年
４
月
か
ら
の
西
土
佐
小
学
校
の
開
校
に
伴
い
、西
土
佐

地
域
の
６
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日（
日
）に
行
わ
れ
た
川
﨑
小
学
校
の
廃
校
式
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が「
あ
り
が
と
う
川
﨑
小
」を
テ
ー
マ
と
し
た
劇
、

歌
、踊
り
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

18
日（
日
）に
は
、口
屋
内
、西
ケ
方
、本
村
の
３
校
で
閉
校
式

が
行
わ
れ
、口
屋
内
小
で
は
児
童
一
人
一
人
が
口
屋
内
小
へ
の

思
い
を
発
表
。西
ケ
方
小
で
は
地
元
の
人
が
先
生
と
な
っ
て
練

習
し
て
き
た
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
。本
村
小
で
は
５
年
生
が
代

表
し
て
学
校
、地
域
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

24
日（
土
）
に
は
、
津
野
川
小
、
須
﨑
小
の
２
校
が
閉
校
式
を

行
い
ま
し
た
。津
野
川
小
で
は
１
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
エ
イ

サ
ー
な
ど
の
発
表
を
行
い
、須
﨑
小
で
も
学
校
の
思
い
出
の
発

表
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
校
の
閉
校
式
に
は
、地
域
の
人
々
や
卒
業
生
な
ど
多
く
の

人
が
、お
世
話
に
な
っ
た《
学
校
》に
別
れ
を
告
げ
に
来
て
い
た

だ
い
て
お
り
、児
童
と
一
緒
に
歌
っ
た
最
後
の
校
歌
で
は
、
ど

の
会
場
で
も
涙
を
流
す
人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

百
三
十
余
年
も
の
間
、各
地
域
の
中
心
で
あ
っ
た
各
小
学
校

は
３
月
末
を
も
っ
て
そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
新
し
い「
西
土
佐
小
学
校
」に
そ
の
役
割
を
引

継
い
で
い
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

(

市)

教
育
委
員
会 

西
土
佐
事
務
所
　

☎(

５
２)

１
１
１
０

本村小学校
地域の人と一緒に校歌斉唱

口屋内小学校
楽しかった思い出を発表

川﨑小学校
ありがとうの気持ちをこめて

須﨑小学校
記念碑の除幕

津野川小学校
1年間の取り組みを発表

西ケ方小学校
卒業生たちも出演

旧
小
学
校
６
校 

閉
校
式

旧
小
学
校
６
校 

閉
校
式

旧
小
学
校
６
校 

閉
校
式

旧
小
学
校
６
校 

閉
校
式

さ
よ
う
な
ら

さ
よ
う
な
ら

さ
よ
う
な
ら

さ
よ
う
な
ら
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地
震
の
怖
さ 

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

岡
村
　

勲

　

東
京
都
在
住 

　

宿
毛
市
橋
上
町
出
身

　

昭
和
４
年
生
ま
れ

図
書
館
新
着
図
書
紹
介

　

小
谷
了
一
著

　

「
一
枚
の
絵
葉
書
」

　

著
者
は
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
小

谷
貞
広
氏
の
次
男
。
現
在
、
高
知
市

内
で
開
業
医
を
営
ん
で
お
り
、
本
書

で
今
年
２
月
に
第
56
回
高
知
県
出

版
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

故
小
谷
貞
広
氏
は
中
村
の
ま
ち

で
長
年
暮
ら
し
、
酒
と
短
歌
を
愛
し

た
人
で
、
平
成
９
年
に
は
宮
中
歌
会

始
に
選
ば
れ
、
桜
づ
つ
み
公
園
（
入

田
）
に
は
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
氏
の
自
由
奔
放
で
型
破

り
な
生
き
方
を
貫
い
た
〝
イ
ゴ
ッ

ソ
ウ
〞
の
生
き
様
を
、
本
人
の
短
歌

を
交
え
な
が
ら
、
お
も
し
ろ
お
か
し

く
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
で
す
。

　

家
族
に
と
っ
て
は
腹
立
た
し
い

頑
固
親
父
の
姿
や
、
数
々
の
で
き
ご

と
も
、
読
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
は
、

ほ
の
ぼ
の
と
、
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い

に
感
じ
ら
れ
、
な
か
に
は
心
に
じ

わ
っ
と
染
み
込
む
温
か
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
１
７
３
ペ
ー
ジ
、飛
鳥
出
版
室
）

　

終
戦
の
翌
年
の
暮
れ
、中
村
中
学
校（
旧
制
）

４
年
生
の
私
は
、中
村
警
察
署
の
直
ぐ
傍
の
家

２
階
に
下
宿
し
て
い
た
。
　

　

山
際
に
あ
っ
た
幡
多
病
院
か
ら
退
院
し
た

疲
れ
か
ら
、
ぐ
っ
す
り
寝
込
ん
で
い
た
の
だ

が
、
激
し
い
揺
れ
で
目
が
覚
め
た
。
一
瞬
台
風

か
と
思
っ
た
が
、12
月
に
台
風
が
来
る
は
ず
は

な
い
。こ
れ
は
大
地
震
だ
と
思
っ
て
起
き
ろ
う

と
す
る
が
、
体
が
転
が
っ
て
立
ち
上
が
れ
な

い
。
本
箱
や
障
子
が
次
々
倒
れ
て
く
る
。
辛
う

じ
て
机
の
下
に
頭
だ
け
は
突
っ
込
ん
だ
。揺
れ

が
お
さ
ま
る
と
、階
段
を
転
が
る
よ
う
に
し
て

外
に
出
た
。

　

猛
烈
な
揺
り
戻
し
が
き
た
。幸
い
山
の
麓
に

あ
っ
た
下
宿
は
無
事
だ
っ
た
が
、隣
か
ら
続
く

家
は
す
べ
て
１
階
が
潰
れ
て
２
階
が
道
路
に

せ
り
出
し
て
い
た
。

　

救
出
活
動
が
始
ま
っ
た
。隣
家
の
屋
根
を
剥

が
し
、天
井
に
小
さ
な
穴
を
空
け
て
女
学
生
を

一
人
一
人
ず
つ
引
き
出
し
た
が
、下
着
が
穴
に

ひ
っ
か
か
っ
て
脱
け
た
と
言
っ
て
泣
き
出
す

女
学
生
も
い
た
。

　

夜
が
白
み
始
め
る
と
幡
多
病
院
が
気
に
な

り
、
天
神
橋
を
歩
い
て
行
っ
た
。
両
側
の
家
は

倒
壊
し
、
道
路
は
裂
か
れ
陥
没
し
て
い
る
。

や
っ
と
の
思
い
で
辿
り
着
く
と
幸
い
病
院
は

倒
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、知
り
合
い
の
入
院

患
者
は
毛
布
を
被
っ
て
路
上
で
震
え
て
い
る
。

　

病
院
と
隣
家
の
前
に
あ
っ
た
頑
丈
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
塀
が
倒
れ
て
い
た
。つ
る
は
し
で

壊
し
た
塀
の
下
か
ら
、秀
才
の
誉
れ
の
高
か
っ

た
岸
本
清
君
と
お
母
さ
ん
の
遺
体
が
出
て
き

た
。泣
き
な
が
ら
飛
び
つ
こ
う
と
す
る
妹
の
績

さ
ん
の
姿
が
今
も
目
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

　

鉄
橋
も
落
ち
た
。
火
事
も
起
こ
っ
た
。
倒
れ

た
柱
に
足
を
挟
ま
れ
た
人
が
、「
足
を
切
っ
て

く
れ
」と
叫
び
な
が
ら
焼
死
し
た
と
い
う
話
も

聞
い
た
。将
に
生
き
地
獄
だ
。

　

南
海
地
震
で
は
県
下
で
死
傷
者
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
中
村
だ
と
聞
く
。

　

東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、石
巻
を
始
め
被
災

地
を
廻
っ
た
。
宮
城
県
の
中
浜
小
学
校
は
、
津

波
が
校
舎
の
間
を
走
り
抜
け
る
よ
う
に
設
計

さ
れ
て
い
た
た
め
に
、こ
の
学
校
だ
け
が
残
っ

た
。生
徒
や
父
兄
は
こ
の
学
校
の
3
階
建
て
の

屋
上
の
倉
庫
で
膝
ま
で
海
水
に
浸
か
り
な
が

ら
助
か
っ
た
と
い
う
。
女
川
町
で
は
海
抜
16

メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
建
て
ら
れ
た
町
立
病
院

だ
け
が
残
り
、
救
援
の
中
心
に
な
っ
た
。
12

メ
ー
ト
ル
で
充
分
と
す
る
多
数
意
見
に
対
し

て
14
・
8
メ
ー
ト
ル
の
防
波
堤
を
強
く
主
張
し

た
東
電
元
副
社
長
が
こ
の
町
を
原
発
被
害
か

ら
防
い
だ
。南
三
陸
町
で
は
地
上
12
メ
ー
ト
ル

の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
鉄
骨
だ
け
が
残
っ
て
い

た
。

　

す
べ
て
を
失
い
体
育
館
で
毛
布
１
枚
で
生

活
し
て
い
る
人
達
、３
日
間
も
水
を
飲
も
飲
め

な
い
で
生
活
し
た
被
災
者
。す
べ
て
一
瞬
の
地

球
の
動
き
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

南
海
大
地
震
の
何
倍
も
大
地
震
が
起
こ
り
、

高
知
県
に
は
30
メ
ー
ト
ル
を
越
す
大
津
波
が

襲
う
と
の
試
算
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

日
本
列
島
と
い
う
地
震
の
巣
の
上
に
住
ん
だ

の
が
運
の
尽
き
と
言
え
ば
そ
の
通
り
だ
が
、で

き
る
だ
け
知
恵
を
出
し
合
い
、で
き
る
限
り
の

対
策
は
、早
め
に
考
え
て
置
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
　

弁 

護 

士
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
全
国
犯
罪
被
害
者
の
会
　

元
代
表 

日
本
弁
護
士
連
合
会
　

元
副
会
長 

昭和21年南海地震（市立図書館提供）
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3
月
16
日
〜
4
月
15
日

３
月
16
日
　

デ
マ
ン
ド
交
通
「
ふ
れ
愛
号
」
、「
ふ
れ
愛
タ

　
　
　
　
　

ク
シ
ー
」出
発
式

　
　
　
　
　

３
月
定
例
市
議
会
閉
会

　
　

17
日
　

紀
伊
半
島
豪
雨
被
災
地
視
察（
田
辺
市
、新
宮
市
）

　
　
　
　
　

新
宮
市
田
岡
市
長
対
談(

新
宮
市)

　
　
　
　
　

「
大
逆
事
件
1
0
1
年
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
同
）

　
　

18
日
　

西
ケ
方
、口
屋
内
、本
村
小
学
校
閉
校
式
典

　
　

22
日
　

国
交
省
中
村
河
川
国
道
事
務
所
長
協
議

　
　
　
　
　

西
土
佐
青
年
団
と
の
懇
談

　
　

23
日
　

八
束
小
学
校
卒
業
式

　
　

24
日
　

津
野
川
小
学
校
閉
校
式
典

　
　
　
　
　

津
野
川
保
育
所
閉
所
式

　
　

25
日
　

宿
毛
市
観
光
び
ら
き
式
典(

宿
毛
市)

　
　

26
日
　

宿
毛
工
高
建
築
科
か
ら
市
庁
舎
模
型
寄
贈
受

　
　
　
　
　

消
防
組
合
議
会
、環
境
施
設
組
合
議
会

　
　

27
日
　

退
職
消
防
団
員
市
長
表
彰
式

　
　

28
日
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

高
知
県
医
師
確
保
推
進
課
協
議（
同
）

　
　

29
日
　

「
中
村
の
百
年
写
真
展
」開
会
式

　
　

31
日
　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
開
会
式

４
月
１
日
　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
愛
・
ハ
ピ
ネ

　
　
　
　
　

ス
開
所
式

　
　

２
日
　

辞
令
交
付
式

　
　

３
日
　

交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
式

　
　

５
日
　

徳
島
大
学
医
学
部
訪
問（
徳
島
市
）

　
　

６
日
　

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　

８
日
　

四
万
十
川
市
民
一
斉
清
掃

　
　
　
　
　

岩
間
四
万
十
茶
屋
落
成
式

　
　

９
日
　

西
土
佐
小
学
校
入
学
式

　
　
　
　
　

レ
ジ
袋
削
減
四
万
十
川
清
流
基
金
寄
付
式

　
　

10
日
　

四
万
十
の
日
船
上
結
婚
式

　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
総
会

　
　

11
日
　

水
戸
地
区
、同
防
災
会
要
望
受

　
　
　
　
　

県
議
会
商
店
街
振
興
議
員
連
盟
意
見
交
換
会

　
　

12
日
　

中
村
地
域
区
長
会
国
交
省
出
先
機
関
存
続

　
　
　
　
　

要
望
同
行（
高
松
市
）

　
　

13
日
　

予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会
総
会

　
　

15
日
　

大
屋
敷
地
区
集
会
所
新
築
落
成
祝
賀
会

日
　
　

誌

　

津
波
は
山
か
ら
も
襲
い
か
か
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、台
風
12
号
に
よ
る
紀
伊
半
島
豪

雨
で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
浸
水
、
土
砂
災
害
（
深

層
崩
壊
も
発
生
）
な
ど
で
、
半
島
南
部
を
中
心

に
死
者
、行
方
不
明
者
94
人
の
犠
牲
者
が
出
ま

し
た
。

　

３
月
17
日
、被
害
が
集
中
し
た
和
歌
山
県
熊

野
地
方
へ
視
察
と
交
流
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

前
夜
10
時
、
中
村
を
車
で
出
発
。
徳
島
か
ら

フ
ェ
リ
ー
で
未
明
の
５
時
に
和
歌
山
港
上
陸
。

高
速
終
点
の
田
辺
か
ら
熊
野
古
道
中
辺
路（
国

道
３
１
１
号
）
を
登
り
、
小
広
峠
を
越
え
た
熊

野
本
宮
大
社（
田
辺
市
本
宮
町
）で
８
時
、地
元

関
係
者
と
合
流
し
ま
し
た
。

　

熊
野
本
宮
大
社
は
、も
と
は
現
在
の
国
道
下

の
熊
野
川
河
川
敷
付
近
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
22
年
の
洪
水
で
流
失
。
そ
の
後

社
殿
を
山
上
に
移
築
。
し
か
し
、
昨
年
の
豪
雨

で
は
、参
道
の
階
段
途
中
ま
で
す
っ
ぽ
り
水
に

浸
か
り
ま
し
た
。世
界
遺
産
熊
野
古
道
を
伝
え

る
歴
史
資
料
館
（
熊
野
本
宮
館
）
は
い
ま
も
閉

鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

さ
ら
に
熊
野
川
に
沿
っ
て
下
り
、新
宮
市
に

入
る
と
土
砂
崩
れ
、土
石
流
の
爪
痕
が
ま
ざ
ま

ざ
。道
の
駅
や
観
光
ジ
ェ
ッ
ト
船
乗
り
場
は
消

失
し
、道
路
も
あ
ち
こ
ち
が
片
側
通
行
で
復
旧

途
上
。
最
大
雨
量
１
８
２
８
ミ
リ
を
記
録
し
、

熊
野
川
行
政
局
（
旧
熊
野
川
町
役
場
）
の
建
物

は
２
階
ま
で
水
没
。市
街
地
に
も
堤
防
を
超
え

た
水
が
流
れ
込
み
、市
内
で
14
人
が
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。被
災
現
場
に
は
慰
霊
の
塔
が
建
て

ら
れ
て
お
り
、私
も
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

新
宮
市
と
四
万
十
市
は
気
候
風
土
や
歴
史

文
化
な
ど
が
大
変
似
て
い
ま
す
。

　

黒
潮
に
ぶ
つ
か
る
太
平
洋
に
面
し
、と
も
に

熊
野
川
、四
万
十
川
と
い
う
大
河
の
河
口
に
開

け
、過
去
は
流
域
の
森
林
資
源
で
栄
え
た
。人

口
も
同
じ
。昭
和
21
年
の
南
海
地
震
で
は
大
き

な
被
害
を
受
け
、い
ま
ま
た
次
の
地
震
津
波
対

策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
県
庁
か

ら
は
遠
く
離
れ
て
い
る
が
、誇
り
高
い
独
自
の

文
化（
熊
野
文
化
、幡
多
文
化
）を
も
つ
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
。大
逆
事
件
の
犠
牲
者
を

出
し
た
こ
と
。熊
野
で
は
大
石
誠
之
助（
医
師
）、

高
木
顕
明
（
僧
侶
）
ら
６
人
が
犠
牲
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

事
件
犠
牲
者
を
顕
彰
す
る
会
が
と
も
に
あ

り
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

昨
年
の
本
市
の
幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
記
念

事
業
で
は
、墓
前
祭
と
サ
ミ
ッ
ト
に
市
議
会
議

員
を
含
め
、新
宮
市
か
ら
大
勢
参
加
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
宮
市
も
庁
舎
建
て
替
え
計
画
が
あ

る
こ
と
か
ら
、市
役
所
職
員
６
人
を
本
市
新
庁

舎
の
視
察
に
迎
え
、行
政
同
士
の
交
流
も
深
め

ま
し
た
。
紀
伊
半
島
豪
雨
で
は
、
本
市
か
ら
救

援
の
新
米
百
キ
ロ
を
送
り
、避
難
所
で
の
炊
き

出
し
に
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
　

　

こ
う
し
た
縁
か
ら
、
３
月
17
日
午
後
、
新
宮

市
教
育
委
員
会
主
催
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
大
逆
事
件
１
０
１
年
目
の
ス
テ
ッ
プ
」

に
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。シ
ン
ポ
に
は
本

市
出
身
の
山
泉
進
明
治
大
学
副
学
長
や
早
野

透
桜
美
林
大
学
教
授
ら
が
出
席
。私
も
事
件
犠

牲
者
の
墓
参
を
し
た
あ
と
、シ
ン
ポ
に
出
席
し
、

挨
拶
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

田
岡
実
千
年
新
宮
市
長
と
も
会
場
で
握
手

を
交
わ
し
対
談
。
豪
雨
洪
水
、
地
震
津
波
対
策
、

地
域
医
療
（
新
宮
市
も
医
療
セ
ン
タ
ー
を
も

つ
）、産
業
振
興
、歴
史
文
化
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
、今
後
の
両
市
の
友
好
交
流
を
約

束
し
合
い
ま
し
た
。田
岡
市
長
は
本
市
ふ
る
さ

と
応
援
団
に
も
入
団
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
シ
ン
ポ
終
了
後
、す
ぐ
に
夕
刻
の
列
車

で
大
阪
に
出
て
、夜
行
バ
ス
で
帰
っ
て
来
ま
し

た
。
熊
野
滞
在
は
昼
間
だ
け
、
往
復
夜
行
の
強

行
軍
で
し
た
が
、
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
将

来
に
つ
な
が
る
大
変
意
義
あ
る
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、熊
野
は
遠
か
っ
た
。

熊 
野 

へ

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

熊野川沿いの土砂崩れ跡（新宮市）
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注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診票または受診券を送付している人および40歳以上の協会けんぽ等加入の被扶養
者で市に事前に予約済みの人が対象です。    

注2）ポリオ対象者（個人通知します）
1回目…平成23年7月29日～平成24年2月25日生まれの人　2回目・未済者…平成16年11月23日～平成23年7月28日生まれの人    

※5月13日までの計画については、広報四万十4月号に掲載しています。    
【問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132  

5
事　　業　　名　

胃がん検診
胸部レントゲン（肺がん検診）
胃がん検診
乳幼児(赤ちゃん)相談
歯科相談
ママタッチ教室
胸部レントゲン（肺がん検診）
乳児健診
胸部レントゲン（肺がん検診）
健康の集い
胸部レントゲン（肺がん検診）
特定健診（生活習慣病健診）　注１
1歳9ヵ月児健診
胸部レントゲン（肺がん検診）
健康の集い
胃がん検診
ポリオ　注２
定期健康相談
胃がん検診
ポリオ　注２
ひまわり検診
ひまわり検診
マム＆チルドレン
ポリオ　注２
ポリオ集団予防接種
ポリオ　注２
ぴよっこクラブ（親子の集い）
ポリオ　注２
健康の集い
親子子育て相談［要予約］
ひまわり検診
ひまわり検診
乳児健診
定期健康相談
健康相談
特定健診（生活習慣病健診）　注１
特定健診（生活習慣病健診）　注１
特定健診（生活習慣病健診）　注１
出張健康相談
健康の集い
特定健診（生活習慣病健診）　注１
胃がん検診
3歳児健診
胸部レントゲン（肺がん検診）
特定健診説明会
ひまわり検診
ひまわり検診
マム＆チルドレン
乳児健診
ひまわり検診
献血
献血
乳幼児(赤ちゃん)相談
ママタッチ教室
離乳食相談
献血

14（月）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

21（月）

22（火）

23（水）

24（木）

25（金）
28（月）

29（火）

30（水）
1（金）
4（月）
5（火）

6（水）

7（木）

8（金）

11（月）

12（火）

13（水）

14（木）

15（金）

該当地区
具同

具同

　

　
　
東中筋
東中筋

　
　

具同・八束

　
八束

　
　

　

　

　

　
　
　
　

東山
東山
東山
　
　
東山
後川

富山
東中筋

時　　間
8:00～10:30
個別通知
8:00～10:30
9:30～11:00
9:30～11:00
9:30～11:00
個別通知
12:50～13:30
個別通知
10:00～
個別通知

9:30～10:30　13:30～14:30
12:50～13:30
個別通知
11:00～
8:00～10:00
14:00～14:40
9:00～11:00
8:00～10:00
14:00～14:40
9:30～10:30
13:30～14:30
10:00～11:30
14:00～14:40
受付　15:00～
14:00～14:40
9:00～11:30
14:00～14:40
13:30～

9:00～12:00　13:00～17:00
9:30～10:30
13:30～14:30
12:50～13:30
13:30～15:00
9:00～11:00

9:30～10:30　13:30～14:30
9:30～10:30
13:30～14:30
9:00～11:00
13:00～

9:30～10:30　13:30～14:30
8:00～10:30
12:50～13:30
個別通知

9:45～10:00　13:15～13：30
9:30～10:30
13:30～14:30
10:00～11:30
12:50～13:30
9:30～10:30
9:00～11:30
12:30～17:00

9:30～11:00　13:00～14:30
9:30～11:00
13:00～14:30
9:00～12:30

場　　　所
具同体育センター
西土佐地域内
具同体育センター
健康管理センター
健康管理センター
健康管理センター
西土佐地域内
健康管理センター
西土佐地域内
玖木公民館
東中筋地区
JA高知はた西部事業所
健康管理センター
西土佐地域内
下家地集会所
具同防災センター（出来島）
健康管理センター
西土佐分署横
具同防災センター（出来島）
健康管理センター
旧権谷小学校体育館
本村小学校体育館
具同体育センター
健康管理センター
西土佐保健センター
健康管理センター
西土佐保健センター
健康管理センター
奥屋内下集会所
市役所　保健介護課
下家地小学校体育館
西ヶ方小学校体育館
健康管理センター
市役所　保健介護課
西土佐分署横
古津賀ふれあい会館
古津賀ふれあい会館
スポーツセンター
JA高知はた西土佐支所
津野川集会所
スポーツセンター
文化センター
健康管理センター
富山地区
ＪＡ高知はた西部事業所
中半体育館
藤ノ川集会所
具同体育センター
健康管理センター
口屋内出張診療所
幡多土木事務所
サニーマート四万十店
健康管理センター
健康管理センター
健康管理センター
四万十市役所

５
月

６
月

月　 日

平
成
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年
5
月
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、平
成
23
年
5
月
に
法
令
が
改
正
さ
れ
、従
来
の
対
象
者
に
加
え
て
、平
成
17

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け
て
、日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
を
受

け
る
機
会
を
逃
し
た
、平
成
7
年
6
月
1
日
か
ら
平
成
19
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
が
、定
期

予
防
接
種
の
対
象
者
に
な
り
ま
し
た
。

（
接
種
期
間
は
20
歳
の
誕
生
日
の
２
日
前
ま
で
と
な
り
ま
す
）

《
平
成
7
年
6
月
1
日
〜
平
成
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
20
歳
未
満
の
人
》

　

平
成
24
年
度
に
８
歳
、９
歳
に
な
る
人
に
は
初
回
接
種
、10
歳
に
な
る
人
に
は
追
加
接
種
の
個
別
通
知
を

し
て
い
ま
す
の
で
、な
る
べ
く
早
い
時
期
に
第
１
期
の
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

満
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
身
体
障
害

者
手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）を
有
す

る
人
を
対
象
に
、保
険
適
用
外
の
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、事
前
に
発
行

す
る
施
術
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
助
成
方
法
が
23
年
度
よ
り
一
部
変
更

と
な
り
ま
し
た
）

　

助
成
は
１
回
１
千
円
、年
度
内
12
回

以
内
。利
用
で
き
る
施
術
所
は
、市
内

に
開
設
し
市
の
指
定
を
受
け
た
施
術

所
で
す
。

　

施
術
券
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。印
鑑
お
よ
び
公
的
証
明
書（
保

険
証
や
免
許
証
な
ど
）を
ご
持
参
の
う

え
、本
庁
保
健
介
護
課
ま
た
は
西
土
佐

総
合
支
所
保
健
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

（
本
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　

0（
３
４
）１
１
１
５

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　

　
　
　
　
　

0（
５
２
）１
１
３
２

※
第
1
期
が
終
了
し
て
い
な
い
人
は
、ま
ず
、第
1
期
分
か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
定
期
予
防
接
種
が
で
き
な
か
っ
た
、７
歳
半
か
ら
９
歳
未
満
、13
歳
以
上
20
歳
未
満
で
も
接
種

で
き
ま
す
。

《
接
種
を
希
望
す
る
人
》

　

個
別
通
知
を
し
て
い
な
い
お
子
様（
平
成
7
年
6
月
1
日
以
降
生
ま
れ
）で
、接
種
を
希
望
す
る
人
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

接
種
料
金：

無
料
　
　

実
施
場
所：

高
知
県
内
の
受
託
医
療
機
関

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

0（
3
4
）1
1
1
5　

（
総
合
支
所
）保
健
課 

保
健
係
　
　
　
　
　

0（
5
2
）1
1
3
2

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

は

り
・
き

ゅ

う
・

マ

ッ

サ

ー

ジ

等

施

術

費

の

助

成

　

今
月
の「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
バ
ス

に
乗
っ
て
市
役
所
の
会
議
室
を
飛
び

出
し
ま
す
！

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
お
弁

当
を
食
べ
て
、日
々
の
介
護
の
苦
労
や

不
安
、疑
問
な
ど
を
語
ら
い
気
分
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

家
族
の
人
だ
け
で
な
く
、ご
本
人
さ

ん
を
連
れ
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
！

★
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

　

も
参
加
し
ま
す
。

★
当
日
参
加
も
大
歓
迎
で
す
が
、お
弁

　

当
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

５
月
30
日（
水
）
　

　
　
　
　

11
時
〜
14
時
30
分

集
合
場
所
　

市
役
所
玄
関

行
　

先
　

下
田
公
園

※
雨
天
時
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

光
優（
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
）に
て

　

行
い
ま
す
。

費
　

用
　

お
弁
当
代
５
０
０
円

　
　
　
　

（
ご
自
分
で
用
意
す
る
人
は

　
　
　
　

不
要
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局：

松
岡
時
規
子

　

☎（
３
４
）４
５
２
８

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
）０
１
７
０

　
　
　
　
　
　

接
種
間
隔

1
期（
3
回
）

1
回
目
の
接
種
後
、6
日
か
ら
28
日
あ
け
て
2

回
目
の
接
種
を
し
、そ
の
後
お
お
む
ね
1
年
以

上
あ
け
て
3
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。

6
日
以
上
あ
け
て
、2
回
目
と
3
回
目
を
接
種
し
ま
す
。

（
既
に
接
種
済
み
の
１
回
目
と
今
回
の
接
種
間
隔
は
6

日
以
上
）

6
日
以
上
あ
け
て
、3
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。

（
既
に
接
種
済
み
の
2
回
目
と
今
回
の
接
種
間
隔
は
6

日
以
上
）

ー
̶

2
期（
1
回
）

（
9
歳
以
上
の
人
）

3
回
目
の
接
種

後
6
日
以
上
あ

け
て
接
種
し
ま

す
。

た
だ
し
、9
歳

以
上
の
人
に
限

り
ま
す
。

接
種
回
数

（
全
4
回
）

残
り
4
回

1
期 : 

3
回

2
期 : 

1
回

残
り
3
回

1
期 : 

2
回

2
期 : 

1
回

残
り
2
回

1
期 : 

1
回

2
期 : 

1
回

残
り
1
回

（
2
期
1
回
）

　
　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

既
に
接
種
し
た

回
数

1
回
も
接
種

し
て
い
な
い
人

1
回
接
種
を

受
け
た
人

2
回
接
種
を

受
け
た
人

3
回
接
種
を

受
け
た
人

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

in
下
田
公
園平

成
24
年
5
月
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、ひ
と
り
親
家
庭（
18
歳
に
達

し
た
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
）や
、

ご
両
親
の
い
な
い
お
子
さ
ん
な
ど
の
医
療
費
の
う
ち
、保
険
診
療
分
の
一

部
負
担
金（
高
額
療
養
費
・
付
加
給
付
額
は
除
く
）を
市
が
助
成
す
る
制
度

で
す
。

　

対
象
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
で
、申
請
さ
れ
た
翌
月
か

ら
助
成
し
ま
す
。

※
な
お
、現
在
世
帯
に
所
得
税
納
税
者
が
い
る
た
め
給
付
が
停
止
ま
た
は

支
給
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
人
で
、平
成
23
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税

世
帯
と
な
る
人
な
ど
は
、６
月
に
申
請
手
続
き
を
行
う
と
７
月
か
ら
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。（
７
月
以
降
に
申
請
の
場
合
は
、申
請
の
翌
月
か

ら
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

☆
平
成
24
年
度

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
☆

　

５
月
は
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
更
新
月
で
す
。

　

該
当
者
は
次
の
要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
　
　

５
月
10
日(

木)

〜
31
日(

木)

　

　
　
　
　
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
、平
日
12
時
〜
13
時
を
除
く

受
付
場
所
　
　
　

福
祉
事
務
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
西
土
佐
福
祉
分
室

　
　
　
　
　
　
　

（
保
健
課
内
）

持
参
す
る
も
の
　

健
康
保
険
証
、印
鑑
、受
給
者
証 

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】
　
　
　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　

0（
３
４
）１
８
０
１

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　

0（
５
２
）１
１
３
２

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

子
ど
も
手
当
が
児
童
手
当
に
変
わ
り
ま
す

　

子
ど
も
手
当
は
平
成
24
年
４
月
分
よ
り
児
童
手
当
に
な
り
ま
す
。今
回

の
制
度
変
更
に
よ
る
新
た
な
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

児
童
手
当
は
左
記
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
月
額
】

●
３
歳
未
満
　

一
律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‥
１
万
５
千
円

●
３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前(

第
１
子
、第
２
子)  

‥
１
万
円

●
　
　
　
　

〃
　
　
　
　
　

(

第
３
子
以
降)
　
　

 

‥
１
万
５
千
円

●
中
学
生
　

一
律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‥
１
万
円

【
支
給
日
】

●
平
成
24
年
６
月
12
日(

平
成
24
年
２
月
分
〜
５
月
分)

※
２
・
３
月
分
は
子
ど
も
手
当
、４
・
５
月
分
は
児
童
手
当
と
し
て
支
給
さ

　

れ
ま
す
。

●
平
成
24
年
10
月
12
日(

平
成
24
年
６
月
分
〜
９
月
分)

●
平
成
25
年
２
月
12
日(

平
成
24
年
10
月
分
〜
平
成
25
年
１
月
分)

※
６
月
分(

平
成
24
年
10
月
支
給
分)

か
ら
所
得
制
限
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
制
限
額
を
超
過
し
た
世
帯
は
、子
ど
も
１
人
に
つ
き
一
律
５
千
円

　

の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
子
ど
も
の
養
育
状
況
等
の
確
認
の
た
め
、６
月
に「
現
況
届
」の
提
出
が
必

　

要
に
な
り
ま
す
。（
５
月
下
旬
に
受
給
者
に
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
）

※
公
務
員
は
勤
務
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

(

本
　
　

庁)

福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　

0（
３
４
）１
８
０
１

　

(

総
合
支
所)

福
祉
事
務
所 

西
土
佐
福
祉
分
室(

保
健
課
内)

　
　
　
　
　

0（
５
２
）１
１
３
２

　市では、障害のある人やその家族
が安定した日常生活が続けられ、そ
の障害の特性に応じた必要な情報の
提供や助言、またその他の障害福祉
サービスの利用ができるよう、右記
の事業所に相談窓口の依頼をしてい
ます。
　相談は無料です。日ごろから困っ
ていることや悩んでいることがあり
ましたら、お気軽にご相談ください。

相談支援事業所ほゝえみ

幡多希望の家相談支援センター

四万十市社会福祉協議会相談支援事業所

相談支援事業所 ゆくり

四万十市中村小姓町15-1

宿毛市山奈町芳奈3365 

四万十市中村東町2丁目4-13

四万十市駅前町19-29

0（35）4094

0（66）2212

0（34）3641

0（35）6120

知 的

知的身体

身 体

精 神

【問い合わせ先】(本庁)福祉事務所 社会福祉係　0（34）1120

◆相談支援事業所

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 相 談 支 援 事 業 所
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～管理栄養士からのメッセージ～

　商品によってトロミ剤の使用量にはバラつきがあります。
　時間の経過とともにトロミがついていくものや、すぐにトロミがつくもの、また、水分にトロミ剤を入れる際、か
き混ぜながら入れないとダマになりやすいものや、ダマになりにくいものなど、いろいろな製品がでています。
　むせ込みがある場合など、気になる症状がでた場合は、トロミ剤の使用が必要かどうかを含めて、かかりつけの医
師や管理栄養士、言語聴覚士等に相談することをお勧めします。

（西土佐診療所　管理栄養士　篠田知佐）

●トロミ剤の特徴
＊すばやくトロミがつく
＊無味無臭
＊ダマになりにくい
＊冷たいものにもつく

●トロミ剤の種類
＊お茶用
＊牛乳・流動食用
＊お粥・でんぷん食材
（イモ類等）用
特徴あるトロミ剤も数多く
でています。

とろみをつけたお茶

介護編

　「嚥下障害」とは、食べ物を安全に飲み込めない状態のことをいいます。むせる＝嚥下障害とはかぎりませんが、むせを繰り返す
場合は「もしかしたら嚥下障害があるのでは？」と疑うことも必要です。
　水分を飲み込む際にむせる場合は、トロミをつけることでむせにくくなり、安心して水分補給することができます。片栗粉でト
ロミをつけることもできますが、熱を加えないとトロミがつかないので、手間がかかることがあります。市販のトロミ剤（トロミ調
整食品）は、加熱しなくても大丈夫なので冷たいものから温かいものまでトロミをすぐにつけることができます。

嚥下障害について
えんげ

障害児・者の手当について
在宅の障害児・者に対して、次のような手当てが支給されます。
新たに手当てを受ける場合は申請が必要です。支給に該当すると思われる場合は、下記までお問
い合わせください。

※在宅の障害者に対する手当であるため施設に入所している場合は支給の対象外です。また扶養義務者
　等に一定額以上の所得がある場合も支給の対象外となります。
※認定に際しては診断書による判定が必要となります。

・1～2級程度の障害が2つ以上重複しているあるいは、1～2
級程度の障害と3級程度の障害が2つ以上重複している人
・重度の身体機能障害により、日常生活動作能力の評価が極
めて重度と認められる人
・内部障害により絶対安静の人
・精神または知的障害により日常生活能力の評価が極めて
重度と認められる人

・身体障害1級程度の障害がある人および2級程度の障害が
ある一部の人
・療育手帳A1またはA2の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級程度の障害がある人または4級程度の障害
がある一部の人
・療育手帳A1～A2、またはB1の一部の人
・精神の障害により上記と同程度以上と認められる人

・身体障害1～3級手帳の交付を受けている人
・療育手帳A1～A2の人
・特別児童扶養手当1級の認定を受けている人

手当の種類
(手当月額 ) 対象者 障害等の区分 備考

特別障害者手当
（26,260円）

障害児福祉手当
（14,280円）

四万十市心身
障害児扶養手当
(2,000円)

特別児童扶養手当
1級(50,400円)
2級(33,570円))

常時特別な介護を
必要とする、在宅
の20歳以上の人

３ヶ月を超えて入院
している場合は支給
対象外となります。

障害を事由とする年
金を受給している場
合は支給対象外とな
ります。

常時介護を必要と
する、在宅の20歳
未満の児童

20歳未満の児童を
自宅で養育してい
る保護者

【問い合わせ先】（本　　庁）福祉事務所　社会福祉係 　　☎（34）1120
　　　　　　　（総合支所）福祉事務所分室（保健課内） ☎（52）1132

トロミ調整食品トロミ調整食品トロミ調整食品
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　市では、平成24年度から｢心の健康｣に関する総合的な相談窓口を福祉事務所に設けました。
人との付き合いがうまくできない等の理由により自宅にひきこもっている人や、うつ状態とな
っている人、また発達障害が原因で社会生活がスムーズに続けられない人やその家族からの相
談を受け付けています。
　こうした人の中には、自らＳＯＳを発信できない人もいます。ご家族や日ごろから関わりのあ
る人の“気づき”がその人を救うことができるかもしれません。
下記までお気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】
（本庁）福祉事務所 社会福祉係　☎（34）1120

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

もみじであそぼう　

　もみじ保育所の砂場や滑り台で遊ぼう♪保育所のお友だ
ちとも仲良くなれるかな？

5月18日（金） 9：30～11：30
子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

　

作って遊ぼう①②③

　かわいいかえるを作るよ。　ぴょ～ん、ぴょ～ん
上手に跳ねるかな？お母さんと一緒に楽しく遊ぼう。

①6月4日（月）、②5日（火）、③6日（水）
9：30～11：30　
子育て支援センター

なかよしピクニック　

　①②③グループ一緒に安並公園でピクニック！広い公園
で元気いっぱい遊ぼう！おやつも持って来てね。（現地集
合、解散。おやつの準備は、天気にかかわらずお願いします）

6月12日（火）　10：00～11：30
安並公園（雨天の場合は、子育て支援センター）

※初めて参加を希望する人は、準備などの都合があるので、
事前にご連絡ください（活動内容によっては、ご遠慮をお
願いする場合もあります）。①など番号がついている活動
は、各日程各日程ごとにグループに分かれます。

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ①②　

〈ぽっぽで遊ぼう〉

　手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。ぽっぽのお

もちゃで遊んだり、お母さん同士おしゃべりも楽しんでね！

①5月15日（火）、②16日（水） 9：30～11：30
子育て支援センター

〈離乳食試食会〉

　初期～中期の離乳食を、基本をもとに栄養士さんが作って

くれ試食をします。

　　※参加を希望する人は6月1日（金）までに、ご連絡くだ

　　さい。

①6月8日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

　　

おしゃべり広場　　0・1・2・3歳児

　ぽっぽさん、ぴよちゃんのお母さんのリフレッシュタイム

です。　

　子育ての悩みなど、いろんなおしゃべりをしましょう。　

5月29日（火）　10：00～11：30
子育て支援センター

お誕生会

　4、5月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いし

ようね。

［ぴよちゃんクラブ］5月22日（火） 9：30～11：30
［1・2・3歳児］　　　 24日（木） 9：30～11：30
子育て支援センター

※5月22日(火)の午後は休園とさせていただきます。

子育て相談　電話相談・来所相談
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気

軽にご相談ください。

毎週月～金曜日　9：30～11：30、13：30～16：30　

☆家庭相談員による育児相談

　毎月第３木曜日　9：30～11：30

時

場 時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

保 育 所 名
具 同 保 育 所

愛 育 園

もみじ保育所
下 田 保 育 所
あおぎ保育所
古津賀保育所
八 束 保 育 所
東中筋保育所

竹 島 保 育 所

東 山 保 育 所

月日
5月23日
5月14日
6月12日
5月22日
6月 7日
6月15日
6月13日
5月22日
5月21日
5月16日
6月13日
6月14日

水 
月 
火  
火
木
金
水
火
月
水
水  
木

　　　　時　間
９：３０～１０：３０

９：３０～１０：３０ 
  
１０：００～１１：００ 
９：３０～１１：００ 
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００ 
９：３０～１０：３０
９：３０～１１：００ 

９：３０～１０：３０
 
１０：００～１１：００

駐車場
数台有

なし

なし
数台有
〃
〃
〃
〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　0（35）3748

“ひきこもり”などの相談窓口

です！です！です！
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通
常
の
場
合

　
　

←

申
請
者
本
人
の
所
得

申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得

世
帯
主
の
所
得

特
例
免
除
の
場
合

　
　

←

申
請
者
本
人
の
所
得

申
請
者
の
配
偶
者
の
所
得

世
帯
主
の
所
得

■
退
職（
失
業
）に
よ
る

　

特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
！

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
に
は
、国
民

年
金
へ
の
加
入
の
手
続
き
を
行
い
、月
額
１

４
９
８
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、退
職（
失

業
）に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す
。

◇
メ
リ
ッ
ト
　

特
例
免
除
は
、退
職（
失
業
）し
た
人
の
所
得

を
除
外
し
て
審
査
！

　

通
常
で
あ
れ
ば
、申
請
者
本
人
、配
偶
者
及

び
世
帯
主
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま

す
が
、特
例
免
除
は
、退
職（
失
業
）さ
れ
た
方

の
所
得
は
審
査
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、配
偶
者
、世
帯
主
に
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
と
き
は
、保
険
料
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
…

①
保
険
料
を
一
部
納
付
し
た
の
と
同
じ

　

免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、保
険
料

が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比
較
し
て
、２
分
の

１
と
な
り
ま
す
。

②
万
が
一
の
際
に
も
確
か
な
保
障

　

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障

害
年
金
や
、一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
遺
族
年
金
な
ど
、免
除
承
認
期
間
に

つ
い
て
は
支
給
対
象
の
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

◇
手
続
き
は
…

　

特
例
免
除
は
、申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。ま
た
、こ
の
特
例

免
除
に
つ
い
て
は
、配
偶
者
・
世
帯
主
が
退
職

し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

◇
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要

で
す
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、離
職
票
な
ど
）

■
平
成
24
年
度
の
年
金
額

●
老
齢
基
礎
年
金
　

満
額
　

７
８
６
５
０
０
円  

●
障
害
基
礎
年
金
　

１
級
　

９
８
３
１
０
０
円

２
級
　

７
８
６
５
０
０
円

●
遺
族
基
礎
年
金
　

子
の
あ
る
妻
の
場
合（
妻
と
子
１
人
の
場
合
）

１
０
１
２
８
０
０
円

子
の
み
の
場
合（
子
１
人
の
場
合
）

７
８
６
５
０
０
円

■
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

５
月
17
日（
木
）は
、西
土
佐
総
合
支
所
で
、

10
時
か
ら
15
時
ま
で
日
本
年
金
機
構
に
よ
る

年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、相
談
時
に
は
、ご
本
人
・
代
理
人
確
認

の
た
め
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）や

年
金
手
帳
、年
金
証
書
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。ま
た
、代
理
人
の
場
合
は
委
任
状（
基
礎

年
金
番
号
、相
談
内
容
、交
付
物
の
記
載
）が

必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
、年
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
交
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、身
分
証
明
書
と
し

て
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的

機
関
の
発
行
し
た
有
効
期
限
内
の
顔
写
真

付
身
分
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
の
提
出
先
】

日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

　

0（
３
４
）１
６
１
６

(

本
庁)

市
民
課 
市
民
係

　

0（
３
４
）１
１
１
３
　
　
　

(

総
合
支
所)

市
民
課 
西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

0（
５
２
）１
１
１
１

　

幡
多
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
会
議
で
は
、

幡
多
地
区
西
部
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
「
春
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

各
市
町
村
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？
３
市
町
村
す
べ

て
に
参
加
で
き
た
人
に
は
、
20
人
限
定
で

完
歩
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
宿
毛
市：

第
４
回 

松
田
川
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク

日
　

程
　

５
月
12
日（
土
）

集
合
場
所
　

　

和
田
体
育
館（
９
時
20
分
ま
で
）

■
大
月
町：

第
１
回 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

日
　

程
　

５
月
19
日（
土
）

集
合
場
所
　

　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
大
月（
10
時
ま
で
）

■
三
原
村：

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
　

程
　

５
月
27
日（
日
）

集
合
場
所
　

　

農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

　

（
９
時
45
分
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局

幡
多
福
祉
保
健
所
　

☎（
３
４
）５
１
２
０

幡
多
地
区

春
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

幡
多
地
区

春
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

幡
多
地
区

春
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

平
成
24
年
5
月
号
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「
人
権
」と
は
、「
人
が
幸
せ
に
生

活
で
き
る
た
め
に
必
要
な
権
利
」

で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
が
、
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局

や
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
、
地

区
集
会
所
等
に
お
い
て
、
家
庭
や

職
場
、
地
域
社
会
な
ど
に
お
い
て

の
差
別
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ

め
等
の
人
権
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
法

務
局
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

無
料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

な
お
、現
在
、高
知
県
内
で
は
約

１
８
０
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
各

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
四
万
十
市
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
現
在
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
地
方
法
務
局 

四
万
十
支
局

　
　

☎（
3
4
）1
6
0
0

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

中村地域
遠近 準二
近藤 信子
竹田 元久
岩瀨 幸吉
佐田 政美
遠近 哲代
威能 敬枝
西土佐地域
岡林 武範
度長　 靖

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住

み
よ
い
四
万
十
市
を
実
現
す
る
た

め
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
協

議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
役
　

割
　

人
権
施
策
の
推
進
お
よ
び
行
動
計

画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
、
重
要

事
項
を
調
査
協
議
す
る
こ
と
。

■
組
織
構
成

・
公
募
に
よ
る
市
民：

４
人
以
内

・
公
共
団
体
等
の
代
表：

８
人
以
内

・
人
権
問
題
に
関
し
知
識
お
よ
び
・

　

経
験
を
有
す
る
人：

４
人
以
内

■
任
　

期
　

３
年
以
内

■
募
集
人
員
　

４
人
以
内

■
対
　

象
　

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

　

18
歳
以
上
の
人

■
応
募
方
法
　

感
想
文
の
提
出
　

「
人
権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

人
権
課
題
の
現
状
や
課
題
お
よ
び

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
４
千
字
以
内
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。委
員
は
、審
査
の
上
決

定
し
ま
す
。
　

■
受
　

付
　

郵
送
、窓
口
、メ
ー
ル

■
提
出
期
限   

５
月
25
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
　

   　

（
市
）人
権
啓
発
課

☎（
３
５
）１
０
３
５
　

E
-m
ail ：
zinken@

city
.shim

anto.lg.jp

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
協
議
会
委
員
募
集

　供用開始区域になると、皆さんの家庭の台所、風呂、トイレなどからの汚水を公共下水道へ流すための排水
設備工事（宅内の配管等の工事）を行うことが、下水道法で義務づけられています。
　公共下水道ができても、その地域にお住まいの皆さんに利用していただけなければ、せっかくの施設も効果
を発揮することができません。
　公共下水道による公衆衛生の向上と生活環境の改善のため、早期の下水道接続をお願いします。
※市では分流式下水道となっており、生活雑排水などの汚水と雨水は分けて処理されます。

融資あっせん利子補給制度

下 水 道 使 用 料

排水設備工事の施工は指定工事店で

【制度の内容】
◆融資限度額　50万円まで
◆償還方法　元金均等毎月償還(48回払い以内)
◆市が負担する利子の割合
供用開始の日から排水設備工事の計画申請を提出する
時期に応じて次のように異なります。

　６ヵ月以内 　　　　　　利子の全額
　６ヵ月を経過し１年以内　　80％
　１年を経過し２年以内 　　60％
　２年を経過し３年以内 　　40％
　３年を経過 　　　　　　適用除外

　※市が負担する利子以外の利子は、自己負担となり
　　ます。
◆制度対象者の条件
　☆自己の居住を目的とした建物の排水設備工事であ
　　ること。（新築の場合は対象外）
　☆市税、受益者負担金を滞納していないこと。
　☆市内に居住する連帯保証人１名を有すること。

　皆さんが行う排水設備工事の一時的な費用負担
を軽減するため、市内の金融機関と市の契約に
よる工事費の融資制度があります。
　この制度は、皆さんに金融機関から融資を受け
てもらい、その償還にかかる利子の全部または
一部を市が負担するものです。

　排水設備工事は、皆さんのご負担で行ってい
ただきますが、工事は市が指定した「指定工事
店」でなければ施工できません。
　61業者（平成24年度現在）を指定しています
ので工事費の見積金額を検討したうえで発注
してください。

　排水設備工事が完了して、下水道を使用するよ
うになったときから、下水道使用料を毎月納めて
いただくことになります。
　この使用料は、下水処理施設の管理運営を行う
ために必要な費用です。
　下水道使用料は、通常は上水道の計量メーター
の毎月の使用水量により計算されます。
　また、地下水を汲み上げている場合は、市が貸
与する計量メーターで水量を認定します。

問い合わせ先：（市）都市整備課 下水道係　☎（34）6129
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こ
の
計
画
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

平
成
28
年
度
ま
で
の
期
間
で
策
定
し

て
い
た
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
見
直

し
、
新
た
に
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

33
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
計
画
を
定

め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の

排
出
量
の
予
測
や
目
標
値
、
目
標
達

成
の
為
の
施
策
等
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

目
標
は
、
１
日
１
人
当
た
り
の
家

庭
系
ご
み
排
出
量
を
１
０
０
ｇ
減

（
平
成
22
年
度
７
３
４
ｇ
／
人
日
↓

平
成
33
年
度
６
３
４
ｇ
／
人
日
）
と

す
る
こ
と
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を

15
％
以
上
（
平
成
22
年
度
10
・
５
％
↓

平
成
33
年
度
15
％
）
に
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
達
成
状
況
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
は
、資
源
の

有
効
活
用
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

ご
み
処
理
経
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

も
の
で
す
。目
標
達
成
に
向
け
、皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

計
画
の
詳
細
な
内
容
は
、市
公
式
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）環
境
生
活
課 

環
境
係

☎（
３
４
）６
１
２
６

　家庭から出るごみの約40％が生ごみで、そのうち食べ残し（手つかずのまま捨
てられる食品を含む）が約40％、調理くずが約55％と言われています。
　つまり、1日1人当たり734ｇごみが出るとすれば、そのうち117ｇは、食べずに
捨てられている生ごみということになります。（734ｇ×40％×40％＝117ｇ）
　食べ残しを無くすことで、１日１人当たり100ｇ以上のごみの減量が可能です。
　また、家庭から出るごみの約30％が紙類です。紙は資源ごみとして出せます。リ
サイクルにご協力をお願いします。

■リデュース（ごみを減らすこと）
買い物をするとき、ごみが出ないかどうか考えていますか？
タダだからと言っていらないものまでもらっていませんか？

■リユース（もう一度使うこと）
まだ使えるものを捨ててしまっていませんか？

■リサイクル（資源として再利用すること）
ごみの分別はしていますか？
古紙を利用したトイレットペーパーなどリサイクル商品を購
入していますか？

四
万
十
市 

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定

　

４
月
20
日（
金
）、幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
上
ノ

土
居
）
に
お
い
て
１
５
６
人
の
推
進
員
お
よ
び
区
長

出
席
の
も
と
、
中
村
地
域
の
家
庭
ご
み
減
量
推
進
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、本
市
の
ご
み
の
現
状
や
、市
が
行
っ

て
い
る
ご
み
減
量
、
資
源
化
政
策
に
つ
い
て
説
明
し

た
後
、ご
み
の
分
け
方
、出
し
方
に
つ
い
て
再
確
認
し

て
も
ら
い
、
質
疑
応
答
の

時
間
も
設
け
て
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
正
し
い
ご
み
の
分

別
方
法
等
に
つ
い
て
理
解

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
説
明
会
の
後
に

は
、
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
溶
融
炉
と
資
源
ご

み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙

類
）
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

ご
み
が
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
る
か
施
設
見
学

も
行
い
ま
し
た
。

推
進
員
に
は
次
の
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

○
担
当
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
ご

　

み
の
適
正
分
別
、ご
み
出
し
マ
ナ
ー
な
ど
の
指
導

○
担
当
地
区
の
不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報
提
供

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(

市)

環
境
生
活
課 
☎（
３
４
）６
１
２
６

家
庭
ご
み
減
量

推
進
員
研
修
会

家庭から出るごみの40％が生ごみで、そのうち40％が食べ残しです。

ごみの減量に大切な３Rごみの減量に大切な３R

寄
附
の
お
礼

　

４
月
９
日
（
月
）
、
環
境
保

全
対
策
の
一
環
と
し
て
レ

ジ
袋
無
料
配
付
中
止
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
㈱
サ

ニ
ー
マ
ー
ト
さ
ま
、
㈱
ウ
イ

ル
さ
ま
、
㈱
フ
ジ
さ
ま
の
３

社
か
ら
合
計
1
，
7
3
9
，

0
5
4
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
か
ら
５
年
目

を
迎
え
た
こ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
レ
ジ
袋
辞
退
率
は

平
均
で
84
％
（
平
成
23
年
12

月
調
べ
）
と
高
い
水
準
を

保
っ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

四
万
十
川
の
環
境
保
全
活

動
推
進
の
た
め
の
費
用
と

し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
5
月
号

25



　

骨
盤
を
無
理
な
く
調
整
し
て
い
く
こ
と
で
、
本

来
の
歪
み
の
な
い
自
然
な
身
体
へ
と
リ
セ
ッ
ト

し
、同
時
に
骨
盤
底
筋
も
鍛
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日 

程
　

６
月
19
日
〜
７
月
24
日
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　

（
全
6
回
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
　

間
　

19
時
〜
20
時

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

１
階 

軽
運
動
室

講
　

師
　

シ
ミ
ズ
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

対
　

象
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

定
　

員
　

18
人

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の  

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、
運
動
靴（
上
履

　

き
）、水（
水
筒
な
ど
）

申
込
期
間
　

５
月
21
日（
月
）〜

申
込
方
法
　

本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　
　
　
　
　

（
９
時
〜
12
時
、

13
時
〜 

17
時
15
分
／

土
・
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

教
室
・
講
座

働く婦人の家講座「骨盤体操」

働く婦人の家　☎（34）6299問 申

四万十川国際音楽祭実行委員会（生涯学習課内）

☎（34）7311
問 申

　

小
学
４
年
生
か
ら
大
人
ま
で
、は
じ
め
て
楽
器

に
触
れ
る
人
を
対
象
に
、楽
器
の
持
ち
方
な
ど
基

本
的
な
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、そ
し
て
１
年
後

に
は
合
奏
が
楽
し
め
る
こ
と
を
目
標
に
レ
ッ
ス

ン
を
し
ま
す
。

期
　

間
　

６
月
２
日（
土
）〜
平
成
25
年
３
月

開
講
日
　

第
１
・
第
３
土
曜
日
　

　
　
　
　

①
16
時
〜
17
時
　

②
17
時
〜
18
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

対
象
者
　

小
学
４
年
生
以
上

講
習
費
　

月
額
１
千
円

　
　
　
　

教
材
費（
３
千
円
程
度
）実
費
徴
収

講
　

師
　

中
村
交
響
楽
団
団
員

楽
　

器
　

バ
イ
オ
リ
ン
、ビ
オ
ラ
、チ
ェ
ロ
、ベ
ー

　
　
　
　

ス
の
4
種
類
で
個
人
所
有
と
し
ま
す
。

募
集
期
間
　

５
月
7
日（
月
）〜
25
日（
金
）

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

弦楽アンサンブル講座

住宅用火災警報器の
設置はお済みですか？

　住宅火災や就寝中の逃げ遅

れ等を未然に防ぐため、すべて

の住宅を対象に住宅用火災警

報器の設置が義務付けられて

います。

　火災警報器の主な取り付け

場所は寝室、階段（屋内の階段

で、寝室がある階が取り付け対

象）となっています。

　新築、既存住宅を問わず設置

する必要があるので、まだ取り

付けしていないお宅は、早めに

設置をお願いします。

　なお、設置義務のある火災警

報器は、煙感知式のものとなり

ますので、購入や取り付けの際

にはご注意ください。

　その他、取り付け箇所や設置

方法についてご不明な点があ

りましたら、消防署や火災警報

器の販売店等にご相談くださ

い。

問 四万十消防署　☎（34）5881

四万十市文化祭参加団体募集 　

市
で
は
、10
月
か
ら
11
月
を
中
心
に
、市
立
文
化

セ
ン
タ
ー
、
市
立
中
央
公
民
館
を
主
会
場
と
し
て

第
8
回
四
万
十
市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
よ
り
充
実
し
た
文
化
祭
を
開
催
す
る
た

め
、左
記
に
よ
り
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
部
門

　

舞
台
、展
示
、映
画
、文
芸
、講
演
、茶
道
、郷
土
芸
能

◆
参
加
申
請
締
切
日

　

5
月
31
日（
木
）

◆
参
加
申
請
提
出
先

　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

（
市
立
中
央
公
民
館
内
）

　

※
参
加
申
請
書
は
、
生
涯
学
習
課
に
置
い
て
い

　
　

ま
す
。

募
　

集

(市)教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311問 申
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問
(市)教育委員会 生涯学習課
☎（34）7311

教
室
・
講
座

募
　

集

第18回 四万十川水泳マラソン大会 　

清
流
保
全
や
健
康
づ
く
り
を
願
う
こ
の
大

会
は
、全
国
の
参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
！

日
　

時
　

８
月
５
日（
日
）
　

小
雨
決
行

コ
ー
ス
　

3
・
5
㎞（
入
田
よ
り
赤
鉄
橋
迄
）

　
　
　
　

５
㎞（
佐
田
沈
下
橋
よ
り
赤
鉄
橋
迄
）

参
加
資
格
　

　

3
・
5
㎞：

　
　

12
歳（
中
学
生
）以
上
の
健
康
で
泳
げ
る
人

　

５
㎞：

　
　

15
歳（
高
校
生
）以
上
の
健
康
で
泳
げ
る
人

募
集
定
員
　

　

先
着
４
５
０
人（
各
コ
ー
ス
合
計
）

参
加
料
　

　

６
千
円（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
締
切
　

６
月
６
日（
水
） 

17
時
　

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り

●
計
時
・
着
順
は
Ｒ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
よ
る
自
動
計

　

測
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
ま
す
。

●
地
震
、
台
風
、
豪
雨
、
増
水
等
、
自
然
災
害
に

　

よ
り
中
止
と
な
っ
た
場
合
の
返
金
の
有
無
、

　

額
は
主
催
者
が
判
断
し
て
決
定
と
し
ま
す
。  

●
参
加
申
込
書
は
、
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
、
安

　

並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
大
会
情
報
の
メ
ル
マ
ガ
を
発
刊
し
ま
す
。メ

　

ル
マ
ガ
の
登
録
方
法
は
下
記
四
万
十
市
体

　

育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申問

（財）四万十市体育協会　☎（37）4572／090-1576-3518　
ホームページ　http://www.shimanto-taikyo.com/
E-mail:info@shimanto-taikyo.com

初心者ナイターテニス教室 　

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
の
な
い
人
も
、
ラ

ケ
ッ
ト
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た
ま
ま
の

人
も
、
こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、日
頃
の
運
動
不

足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
貸
出
し
し

ま
す
。多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

期
　

間
　
　

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス：

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
２
日（
月
）

 

　
　
　
　
　
　

 

毎
週
月
・
金
曜
日

・
硬
式
テ
ニ
ス：

６
月
５
日（
火
）〜
７
月
５
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

毎
週
火
・
木
曜
日
　

※

各
計
10
回
、雨
天
の
場
合
は
順
延

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

安
並
運
動
公
園
内 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
　

員
　

各
30
人

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
た
だ
し
こ
れ
ま
で

　

参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先
。

参
加
料
　

１
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
チ
　
　

　

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス：

中
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

・
硬
式
テ
ニ
ス：

原
英
田
、濱
田
忠
克

受
付
期
間
　

５
月
10
日（
木
）〜
24
日（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

問 申 (財)四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）　☎（34）2071

春の演奏と舞踊の会　

四
万
十
市
文
化
協
会
中
村
支
部
が
毎
年
行
っ
て

い
る「
春
の
演
奏
と
舞
踊
の
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

身
近
な
方
々
の
熱
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

５
月
27
日（
日
）

開
　

演
　

12
時

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

出
　

演
　

　

日
本
舞
踊
、
三
味
線
、
箏
、
詩
吟
、
剣
舞
、
バ
レ
エ

　

な
ど
16
団
体

入
場
整
理
費
　

５
０
０
円

催
　

し

初心者卓球（水曜）教室 　

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
種
目
で

あ
る
卓
球
。基
礎
・
練
習
方
法
か
ら
指
導
す
る
教

室
で
す
。

期
　

間
　

平
成
24
年
7
月 

〜
平
成
25
年
３
月

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
、14
時
〜
16
時

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

卓
球
場

対
　

象
　

小
学
生
以
上

定
　

員
　

15
人

会
　

費
　

１
０
０
０
円
／
月

使
用
料
　

大
人：

１
５
０
円
／
回

　
　
　
　

小
中
学
生：

50
円
／
回
　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

　

大
人
１
８
５
０
円
、小
人
８
０
０
円

※
保
険
期
間：

加
入
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

受
付
期
間
　

５
月
10
日（
木
）〜

申
込
方
法
　

窓
口
、電
話
で
受
付
し
ま
す
。

講
　

師
　

中
山
典
夫（
幡
多
卓
球
協
会
会
長
）

※
運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
無
い
人
も
歓

迎
し
ま
す
。

問
（財)四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

教
室
・
講
座

中国語講座 　

発
音
の
基
礎
か
ら
簡
単
な
日
常
用
語
、
日
常

会
話
ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
　

間
　

６
月
４
日
〜
平
成
25
年
２
月
25
日

　
　
　
　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
等
は
休
講
）

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

定
　

員
　

30
人
程
度

対
象
者
　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
を

　
　
　

し
て
い
る
人

＊
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選

講
　

師
　

四
万
十
市
国
際
交
流
員
ほ
か

受
付
期
間
　

５
月
７
日（
月
）〜
25
日（
金
）

申
込
方
法
　

中
央
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話

申問 (市)教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311
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募
　

集

防衛省 平成24年度各種自衛官採用試験

お
知
ら
せ

第1回 子犬の譲渡会
日
　

時
　

５
月
30
日（
水
）９
時
30
分
〜

場
　

所
　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
古
津
賀
３
０
９
６
‐
３
４
）

　
　
　
　

☎（
３
４
）６
２
５
２

内
　

容

　

・
子
犬
を
譲
り
た
い
人：

９
時
30
分
〜
10
時

　

・
子
犬
を
飼
い
た
い
人：

10
時
〜
10
時
10
分

　

・
抽
選
・
譲
渡
犬
決
定：

　

  

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

　

・
愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会：

  　

10
時
20
分
〜
11
時

　

・
子
犬
の
譲
り
渡
し：

11
時
〜

■
子
犬
を
譲
り
た
い
人
は
…

　

・
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で

　

  

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
譲
渡
す
る
子
犬
は
、
原
則
と
し
て
生
後

　
  

２
〜
３
ヶ
月
の
健
康
な
子
犬
（
離
乳
済

　
  

み
）で
す
。

　

・
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
子
犬
を
連

　

  
れ 
て
き
て
く 

だ
さ
い
。

■
子
犬
を
飼
い
た
い
人
は
…

　

・
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や
リ
ー

　

  

ド 

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

・
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習
を

　

  

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
原
則
と
し
て
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま

　

  

す 

の
で
、代
理
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

・
原
則
1
家
族
1
頭
の
譲
渡
と
し
、
希
望

　

  

者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096

募集種目

自衛官候補生
(男･女)

(任期制自衛官）

一般曹候補生
（非任期制自衛官）

航空学生
(パイロット養成)

看護学生
(看護師養成)

受付期間

男子：受付中
9月17日および
9月23日、29日、30日の内1日

四万十市防災
センターおよび
高知駐屯地

高知駐屯地

四万十市
防災センター

高知合同庁舎
9階会議室

高知学芸進学
アカデミー

9月24日（月）

男女共通
9月17日(月)

男女共通
9月22日(土)

男女共通
10月20日(土)

女子：8月1日から
　　　9月７日

8月1日から
9月７日

8月1日から
9月７日

９月３日から
10月1日

１次試験期日 受験資格等

25年4月1日現在
18歳以上27歳未満

25年4月1日現在
18歳以上21歳未満

25年4月1日現在
18歳以上24歳未満

試験会場

その他：防衛大学校学生および防衛医科大学校学生（25年4月1日現在18歳以上21歳未満）の受付は9月3日～10月1日です。

25年4月1日現在
18歳以上27歳未満

※任期満了時に特例退職
手当があります。

　4月8日（日）、四万十川市民一斉清掃が行われ、本市内では、40ヶ所、約1300人もの皆さんにご協力いただき、約5ｔものゴミを集
めることができました。ゴミ袋一つを５kgとすると1000袋にもなります。
　四万十市が「人と自然が共生する美しいまち」として今後ますます発展していくよう、今後ともご支援、ご協力をお願いします。
　なお、本市の市民一斉清掃の費用の一部には、四万十川清流保全基金が活用されています。

四万十川市民一斉清掃 ご協力のお礼

問 (県)幡多福祉保健所 衛生環境課 ☎（34）5119

催
　

し

四万十川 花絵巻
花
菖
蒲
の
宴

日
　

時
　

５
月
26
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
　
　
　

※

小
雨
決
行
、雨
天
中
止

場
　

所
　

ト
ン
ボ
自
然
公
園
内

催
し
物

●
10
時
〜
　

　

ち
ら
し
寿
司
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
焼
き
そ
ば
の
販

　

売（
具
同
婦
人
会
）

●
10
時
、15
時

　

ト
ン
ボ
と
花
ガ
イ
ド（
各
１
時
間
程
度
・
無
料
）

●
11
時
〜
　

　

生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム（
屋
外
）（
参
加
料 

１
組
５
０
０
円
）

●
13
時
〜
　

　

ト
ン
ボ
王
国
道
草
ク
イ
ズ（
屋
外
）

　

（
参
加
料 

１
組
５
０
０
円
）

※

ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
は
、
60
人
（
３
人
１
組
の
20
組
）
　

　

の
先
着
順（
景
品
あ
り
）

　

雨
天
時
は
、屋
内
で
の
推
理
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。

【
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】
　

四
万
十
川
学
遊
館 

☎（
３
７
）４
１
１
１

紫
陽
花
の
宴

日
　

時
　

６
月
２
日（
土
）10
時
〜
15
時※

雨
天
決
行

場
　

所
　

安
並
水
車
の
里

催
し
物

●
10
時
〜
　

　

野
点
（
裏
千
家
淡
交
会
高
知
支
部
幡
多
分
会
）、手

　

作
り
水
車
の
実
演
・
水
路
設
置
、
ち
ら
し
寿
司
・
赤

　

飯
・
野
菜
の
販
売
、
焼
き
菓
子
・
手
作
り
雑
貨
の
販

　

売
、
く
じ
引
き
ゲ
ー
ム(

安
並
マ
マ
さ
ん
の
会
他)

●
19
時
〜
21
時

　

紫
陽
花
〝
夢
灯
り
の
小
径
〞

　

（
灯
籠
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

臨
時
駐
車
場
　

後
川
左
岸
の
堤
防
上
駐
車
場

　

市
街
地
よ
り
後
川
橋
通
過
後
す
ぐ
左
折
、入
り
口
係
員

　

の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

交
通
規
制
　

　

Ｒ
４
３
９
か
ら
会
場
へ
の
進
入
道
路(

市
道)

は
車
両

　

通
行
禁
止
予
定

　

※

規
制
時
間
10
時
〜
21
時

　
　

地
元
の
農
作
業
用
車
両
等
は
除
き
ま
す
。

問 (社)四万十市観光協会　☎（35）4171　《四万十川花絵巻ＨＰ》http://www.city.shimanto.lg.jp/event/campaign.html
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5
平成24年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

5 （581冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

歴史地震の話－語り継がれた南海地震－

ストレイシープ

美しき一日の終わり

韓国国立中央博物館の至宝

コンカツ？

サファイア

10年着るための衣類ケアブック

闘う市長

都司　嘉宣

山本　清水

有吉　玉青

呉　明淑

石田　衣良

湊　かなえ

石川　理恵

桜井　勝延

エディのごちそうづくり

かっぱのこいのぼり

ガリバーの冒険

くまの木をさがしに

図解絵本　東京スカイツリー

月の少年

魔法のハサミがやってきた！

ライオンがいないどうぶつ園

サラ・ガーランド

山本　孝

安野　光雅

佐々木　マキ

モリナガ　ヨウ

沢木　耕太郎

岡田　貴久子

フレート・ロドリアン

★ 

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー「
お
お
き
な
か
ぶ
」 

★

　

４
／
23
〜
５
／
12
は
〝
こ
ど
も
の
読
書
週
間
〞
で
す
。
そ
の
関
連
行

事
第
２
弾
と
し
て
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー「
お
お
き
な
か
ぶ
」を
上
演
し
ま

す
。お
な
じ
み
の
お
は
な
し
が
絵
本
で
は
な
く
、エ
プ
ロ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
び
だ
し
て
き
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
!!

日
　

時
　

５
月
13
日（
日
）
　

10
時
30
分
〜
11
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
　

所
　

図
書
館 

お
話
し
の
部
屋

演
じ
手
　

岡
郁
美
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
　

象
　

０
〜
３
歳
く
ら
い
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
申
込
不
要
。お
話
し
の
途
中
か
ら
は
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。時
間
に
遅

　

れ
な
い
よ
う
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
May

５
月
７
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

14
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

21
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

25
日
（
金
）
館
内
整
理
日

5
月
28
日
（
月
）
定
　

休
　

日

６
月
４
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

11
日
（
月
）
定
　

休
　

日

四万十シルバー教室
　シルバー世代の皆さん。仲間と楽しい時間を過ごしませんか？お気軽にご参加ください。

講 座 名
ダ ン ス
家 庭 園 芸
水 彩 画
謡 曲
詩 吟
生 け 花
大 正 琴
書 道
民 踊
楽しい踊り
編 み 物

　 講 師 名 　
岡 村 　 眞 弓
池 田 　 嘉 夫
野 村 ナ ナ ミ
原 田 　 勝 美
山 口 　 禮 子
加 用 　 幸 子
東 　 　 尚 子
柿 葉 　 梢 風
福 田 　 清 子
岡 村 　 眞 弓
溝 渕 　 寿 美

　　学　習　日　　
第１・３月曜日　午前
第１・３月曜日　午後
第２・４月曜日　午後
第１・４水曜日　午前
第１・３水曜日　午後
第２・４水曜日　午前
第２・４水曜日　午前
第２・４水曜日　午後
第２・４木曜日　午前
第１・３金曜日　午前
第２・４金曜日　午後

備　　考
靴が必要（レクダンス・フォークダンス・創作ダンスなど）
用具は各自が用意（実技の時のみ）
用具は各自が用意
稽古本が必要

花代実費が必要
楽器は各自が用意
用具は各自が用意
靴が必要
靴が必要（民踊・新民踊・創作舞踊など）
用具・材料は各自が用意

◆対 象 者

◆申込方法

◆申込締切

所定の申込用紙を中央公民館に用意しています。
必要事項を記入のうえ、お申し込みください。
原則として一人3講座まで受講できます。
5月21日（月） ※土・日曜日は除く（締め切り厳守）

市内在住の60歳以上の人 ◆開催期間 平成24年6月～平成25年3月（毎月2回）

＊午前の部：9時30分～12時　午後の部：13時30分～16時
＊月2回の学習日のうち、1回は受講者の負担金が必要です。
　講座により金額は異なります。

（市）教育委員会 生涯学習課  ☎ (３４)７３１１

【問い合わせ先】

日　時　6月7日（木）10時～12時
場　所　市立中央公民館 2階 大ホール

四万十シルバー教室開級式

定期相談所

（本　　庁）総務課
☎（34）1804

（総合支所）地域企画課
☎（52）1111

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600

行政相談所

特設人権相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

社会福祉センター

西土佐
ふれあいホール

5月18日(金)
13時～16時

6月1日（金）
９時～12時

社会福祉センター
5月18日(金)
13時～16時

間崎集会所

西土佐
ふれあいホール

6月1日（金）
10時～12時、
13時～15時

6月1日（金）
９時～12時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

《相談委員》中平　貞行 ☎(52)1632

金銭・相続・借地借家・結婚・離
婚・セクハラ・ＤＶ・いじめ・児童
虐待・交通事故・裁判費用など人
権に関する問題（無料、秘密厳
守）

※5月18日（金）は「春の一日合同相談所」開設の日です。



報　告報　告
中
村
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
礼

中
村
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
礼

表彰式での深原くん(右から2番目)

　

３
月
27
日
（
火
）
〜
30
日
（
金
）
に
か
け
て
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
で
行
わ
れ
た
「
第
34
回 

全
国

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

春
季

水
泳
競
技
大
会
」
で
、
中
村
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

所
属
の
深
原
大
誠
く
ん（
出
場
時：

中
村
小
６
年
、

現：

県
立
中
村
中
１
年
）
が
11
歳
〜
12
歳
の
部
に

出
場
し
、50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
決
勝
で
27
秒
39
の
県

学
童
新
記
録
で
、全
国
第
５
位
の
成
績
を
修
め
ま

し
た
。

　

深
原
く
ん
は
6
歳

か
ら
水
泳
を
始
め
、

今
回
の
よ
う
な
結
果

を
残
せ
た
の
も
、
毎

日
の
練
習
を
頑
張
っ

た
結
果
で
す
。

　

記
録
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
れ
ま
で

の
努
力
の
積
み
重
ね

を
称
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
投
稿：

中
村
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
監
督
）

　

３
月
24
日
か
ら
山
形
県
鶴
岡
市

に
て
開
催
さ
れ
た
、「
第
９
回
全
国

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
」に
際
し
て
、皆
さ
ま
方

に
は
多
く
の
心
温
ま
る
お
心
遣
い

を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
１
勝
３
敗
で
残

念
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
を

勝
ち
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
選
手
た
ち
の
一
生

懸
命
な
プ
レ
ー
は
次
に
繋
が
る

可
能
性
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。

　

こ
の
大
会
で
６
年
生
は
卒
業
、卒
団
と
な
り
、新
チ
ー
ム
で
男
子
・

女
子
と
も
に
夏
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
向
け
て
再
始
動
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
よ
い
結
果
を
ご
報
告
で
き
ま
す
よ
う
全
力

で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、今
後
と
も
ご
支
援
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

投
稿：

中
村
Ｊ
Ｖ
Ｃ
・
保
護
者
一
同
）

■
部
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

主
に
安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
週
３
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問 

☎
０
９
０
‐
８
６
９
５
‐
４
４
５
３（
秋
田
）

市民のひろば

報　告報　告
深
原
大
誠
く
ん（
中
村
丸
の
内
）

全
国
水
泳
大
会 

５
位
入
賞

深
原
大
誠
く
ん（
中
村
丸
の
内
）

全
国
水
泳
大
会 

５
位
入
賞

小
島 

慶
士
さ
ん（
国
見
出
身
）

高
知
Ｆ
Ｄ
で
が
ん
ば
り
ま
す

小
島 

慶
士
さ
ん（
国
見
出
身
）

高
知
Ｆ
Ｄ
で
が
ん
ば
り
ま
す

　

小
島
慶
士
さ

ん（
18
）は
、小
学

３
年
生
の
と
き

か
ら
野
球
を
始

め
、中
村
高
校
野

球
部
で
は
２
年

生
時
か
ら
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て

外

野

セ

ン

タ
ー
を
守
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
か
ら
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ

ド
ッ
グ
ス
に
練
習
生
と
し
て
在
籍
し
、
現
在

は
球
団
の
公
式
試
合
の
補
助
を
行
う
ほ
か
、

基
礎
的
な
練
習
に
日
々
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

「
高
校
時
代
ま
で
は
監
督
や
コ
ー
チ
の
指

示
、
メ
ニ
ュ
ー
を
た
だ
こ
な
し
て
い
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
身

の
伸
ば
し
た
い
と
こ
ろ
を
見
極
め
て
、
自
主

性
を
持
っ
た
練
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。
自
分
の
持
ち
味
と
い
え
る
も
の

は
ま
だ
な
い
が
、
練
習
を
重
ね
て
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
自
身
の
武
器
に
し
た
い
」と
の
こ
と
。

　

今
後
は「
と
に
か
く
練
習
を
し
て
、１
日
で

も
早
く
登
録
選
手
に
な
っ
て
チ
ー
ム
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
5
月
号

30



平
成
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年
5
月
号
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く85

　

世
界
か
ら
今
、
熱
い
視
線
を
向
け

ら
れ
て
い
る
国
に
ブ
ー
タ
ン
王
国
が

あ
り
ま
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南
麓

に
あ
る
小
さ
な
仏
教
国
で
す
。

　

昨
年
、
新
婚
ま
も
な
い
第
四
代
ワ

ン
チ
ェ
ク
国
王
夫
妻
が
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
を
訪
れ
、
日
本
を
励
ま

し
て
く
だ
さ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶

に
ま
だ
新
し
く
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、即
位
ま
も
な
い
国
王（
当

時
ま
だ
16
歳
）が
、ブ
ー
タ
ン
の
将
来

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
の
は
、「
国
民

総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
で
は
な
く
、
国
民

総
幸
福
量（
Ｇ
Ｎ
Ｈ
）を
国
家
の
目
標

に
す
る
」と
い
う
内
容
で
し
た
。し
か

し
こ
の
事
実
は
１
９
８
６
年
に
英
国

の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ス
の

記
者
が
報
道
す
る
ま
で
、
世
界
に
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で

し
た
。徐
々
に
各
国
に
浸
透
し
、最
近

で
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の

政
府
で
も
、
真
剣
に
政
治
課
題
と
し

て
議
論
さ
れ
、
わ
が
国
で
も
口
に
す

る
政
治
家
も
現
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
の
人
口
は
わ
ず
か
70
万

人
、
日
本
の
小
さ
な
県
と
同
じ
く
ら

い
で
、
面
積
は
九
州
程
度
と
い
い
ま

す
。
購
買
力
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
名
目
で
12

万
円
し
か
な
く
、
貧
し
い
国
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
10
の
１
の
収
入
で
す
が
、
レ
ス
タ

ー
大
学
の
調
査
に
よ
る
と
、
ブ
ー
タ

ン
の
幸
福
度
は
世
界
１
７
８
ヵ
国
中

で
12
位
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
に
ひ

け
を
取
ら
な
い
高
さ
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
さ
ら
な
が
ら
、人
間
の
幸
福
と

は
、
物
や
金
で
は
無
い
こ
と
を
こ
の

国
の
や
り
方
が
示
し
て
い
る
と
も

言
え
そ
う
で
す
。

　

あ
の
高
度
成
長
期
、わ
が
国
で
も
、

物
や
金
に
勝
る
も
の
は
無
い
か
の

よ
う
に
、人
を
人
と
も
思
わ
ぬ
風
潮

を
生
み
、「
情
緒
系
欲
望
の
時
代
」と

い
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
逆
の
生
き

方
と
も
い
え
る
国
策
を
展
開
し
て

い
る
国
の
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　

隣
近
所
が
一
家
族
、飲
み
食
い
や

寝
泊
ま
り
も
伸
び
や
か
で
、新
所
帯

に
は
地
域
共
同
で
立
派
な
住
居
を

建
築
す
る
な
ど
、今
の
日
本
で
は
考

え
も
つ
か
な
い
よ
う
な
近
隣
社
会

の
建
設
に
国
を
あ
げ
て
取
り
組
み
、

禁
煙
国
家
で
あ
る
ば
か
り
か
、ト
ン

ネ
ル
建
設
、樹
木
の
伐
採
な
ど
も
禁

止
さ
れ
、大
自
然
の
保
全
に
万
全
を

尽
く
し
て
も
い
ま
す
。
た
だ
、
民
族

間
の
対
立
、難
民
問
題
等
を
も
多
く

抱
え
て
も
い
る
よ
う
で
す

　

い
く
つ
か
の
欠
陥
も
あ
る
か
と

は
思
い
ま
す
が
、い
つ
か
ブ
ー
タ
ン

に
行
っ
て
み
た
い
、そ
ん
な
気
が
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

石
澤
 

　

人

岡
村
 

彩
桜

山
本
 

陽
櫻

　

橋
 

岳
空

濵
田
 

悠
介

中
　
　

  

澄
也

八
馬
 

伽
玲

篠
田
 

志
優

遠
山
 

綺
星

今
城
 

匠

高
屋
 

汐
里

久
保
田
 

咲
子

秋
森
 

亮
駕

植
木
 

萌
愛

植
木
 

理
巧

高
内
 

柚
奈

河
野
 

珠
久

山
本
 

姫
衣
佳

清
水
 

聖
矢

間
﨑
 

利
生
渡

谷
口
 

秀
和

大
　
　
 

蕾
り
ゅ
う
と

   

さ
　

お

  

ひ   

ら
 

  

が    

く
 

 

ゆ
う
す
け
 

 

す
み  

や
 

  

か
り 

ん
 

   

し   

ゆ
 

 

き
ら  

り

た
く
み

 

し
お 

り

 

さ
き 

こ
 

り
ょ
う
が
 

  

も   

か
 

  

り   

く
 

  

ゆ   

な
 

  

み    

く
 

  

め   

い   

か

せ
い   

や

   

り   

お   

と

ひ
で
か
ず

つ
ぼ
み

真
一

慎
哉

泰
道

朋
哉

将
吾

直
澄

有
祐

雄
一

真
生

正清
秀

純広
大

敬
一

敬
一

頌
也

英
之

拓
也

仁泰
史

栄
助

達
人

（
平
成
24
・
３
・
６
〜
平
成
24
・
４
・
５
届
分
）
（
平
成
24
・
３
・
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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期　　日

7月28日（土）

8月 5日（日）

8月25日（土）

雨天の場合
翌週に延期
中止
翌日に順延

翌日に順延

場　　所
市街地
〃
一條神社境内
四万十川河川敷
（赤鉄橋付近）

行　　事
なかむら踊りパレード
しまんと提灯台パレード
第62回全日本女郎ぐも相撲大会

しまんと納涼花火大会

時　間（予定）
15時40分～19時
18時40分～21時30分
10時～13時

17時30分～21時

※時間等については、若干変更の場合があります。

　しまんと市民祭実行委員会では、各種イベントへの参加者を募集しています。踊り・提灯台パレード参加団
体には補助制度もあります。
　質問等ありましたら事務局までご連絡ください。

○なかむら踊り・しまんと提灯台パレード
　参加団体　　募集締切：６月15日（金）

○第62回 全日本女郎ぐも相撲大会
　中学生以下の参加者：8月5日（日）当日受付 9時～10時

○ストリートパフォーマンス（郷土芸能）
　花火大会でパフォーマンス等を行える団体または個人
　募集締切：8月3日（金）

【問い合わせ・申込先】
しまんと市民祭実行委員会事務局(市観光課内)　☎（34）1783

イベント参加者募集イベント参加者募集

㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲石井建設
㈲山下建設
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5月 3日
　4日
 5日
 6日
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13日
19日
20日
26日
27日

6月 2日
 3日
 9日
10日
16日
17日
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35,853
16,928
18,925
16,273

人
人
人
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395
24
43
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「広報四万十」6月号は6月6日(水)発送予定です「広報四万十」6月号は6月6日(水)発送予定です「広報四万十」6月号は6月6日(水)発送予定です

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義
を変更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

幡多病院
吉井病院
竹本病院
市民病院
山下整形外科
市民病院
大野内科
市民病院
小原外科胃腸科
市民病院

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
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日（
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木
金
土
日
日
日
日
日
日
日

月

月

5

6

3
4
5
6
13
20
27
3
10
17

☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）2 1 2 6

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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四万十いやしの里 休館のお知らせ
　四万十いやしの里では、「四万十いやしの湯」およびレ
ストラン「山川海」の機械設備点検等のため、6月18日
（月）10時～20日（水）15時(レストランは17時
まで）の間休館いたします。　　　　　

問 四万十いやしの里 ☎（31）5111

今月実施の統計調査5月
調　査　名 調　査　該　当　地　区

右山元町 2～ 3丁目、駅前町、
一条通 3～ 5丁目

不明
※国主管の調査のため該当地区の
　詳細は不明です

中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

西土佐

家計調査

家計消費状況調査

個人企業経済調査

毎月勤労統計調査（二種）

労働力調査 三ツ又、楠島

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎ 088(823)9344

広報

広報

第8回しまんと市民祭 第8回しまんと市民祭第8回しまんと市民祭 ～まつり囃子しまんと～
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。

　

さ
て
、
今
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号
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後
と
も
よ

ろ
し
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お
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い
し
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す
。

　
　
　

  

（
Ｙ
．Ｔ
）

■
今
月
か
ら
の
カ
ラ
ー

化
に
合
わ
せ
た
写
真
を

用
意
す
る
た
め
、
４
月
は

こ
れ
ま
で
に
増
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
所
へ
取
材
、
写

真
撮
影
に
赴
い
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

見
て
く
れ
だ
け
で
な

く
、
中
身
も
よ
り
充
実
し

た
紙
面
と
な
る
よ
う
、
今

年
１
年
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
誉
也
）

平
成
24
年
5
月
号

32


